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鈴
　
　
木
　
　
　
　
　
恵

一
、
は
じ
め
に

周
知
の
如
-
'
其
福
寺
本
将
門
記
に
は
院
政
時
代
承
徳
三
年
二
〇
九
九
)
　
の
識
語

r
^
v

が
存
L
t
　
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
加
(
移
)
点
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
訓
点
を
有
す
る
。
こ
の

(
2
)

訓
点
を
手
掛
り
と
し
て
全
文
を
訓
読
す
る
と
、
「
ア
ゲ
テ
(
勝
)
」
「
ア
タ
カ
モ
　
(
宛
)
」

(
3
)

「
ア
ヂ
キ
ナ
ク
(
榊
心
)
」
「
ア
ナ
か
チ
ニ
(
強
)
」
「
ア
ニ
(
坐
)
」
以
下
'
異
な
り
語
数
と

し
て
一
二
〇
語
を
超
え
る
副
詞
語
兼
(
所
謂
形
容
動
詞
の
連
用
形
'
形
容
詞
の
連
用
形
の

(
T
>

一
部
'
名
詞
の
副
詞
的
用
法
な
ど
を
含
む
)
　
が
看
取
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
'

a

m

コ

c

m

s

川
畢
　
触
於
常
陸
国
'
石
旧
ノ
庄
連
之
田
旦
二
五
八
)

「

S

B

ニ

l

は
倶
佃
両
神
t
有
ナ
分
心
叫
怯
　
非
行
。
事
l
(
一
〇
八
)

㌫
ム
"
l
=
凌
・
誓
同
便
之
釆
-
斉
」
兼
ナ
劫
・
略
巌
民
之
弱
互
(
二
七
九
)

な
ど
、
大
部
分
を
占
め
る
単
字
で
用
い
ら
れ
る
も
の
　
(
和
訓
)
と
、

川
淵
瑚
貞
亘
等
.
幸
へ
り
テ
<
'
?
-
於
公
S
」
'
'
撃
⊥
件
華
(
g
U
s
 
'
n
l
)

丁
◆
∵
一
ネ

糊
同
年
十
月
十
七
日
'
火
急
。
上
道
'
(
九
十
1
)

E
x
a
x
s
r

㈲
然
先
年
ノ
源
護
等
力
愁
状
。
披
レ
召
将
門
"
依
恐
官
符
一
息
-
然
上
道
・
(
I
I
I
四
五
)

の
棄
楯
首
巻
・
刊
別
姓
ヌ
夫
婦
之
間
,
(
十
四
)

f

T

]

リ

　

　

　

　

・

r

n

エ

㈱
武
芝
巳
。
経
常
ト
郡
司
之
職
一
本
自
・
無
竿
規
之
輪
二
二
五
一
)

な
ど
'
少
数
の
熟
字
で
用
い
ら
れ
る
も
の
　
(
曹
訓
両
様
)
と
に
二
大
分
さ
れ
る
が
'
何

れ
も
用
言
'
又
は
そ
れ
相
当
の
語
句
を
単
独
で
修
飾
す
る
こ
と
を
本
則
と
し
て
お
り
'

.Lモlt

㈱
今
頃
輿
被
合
力
一
将
」
疋
是
非
」
〓
ハ
十
八
)

ソ
シ
り

㈹
若
終
。
致
殺
害
盲
若
物
ノ
談
在
遠
近
-
!
*
'
(
八
十
二

J
-
コ
二

今
矧
剰
'
奪
諸
国
印
畢
一
向
エ
.
受
領
之
限
り
追
上
テ
,
一
於
官
堵
,
(
I
I
I
l
六
)

な
ど
の
蜘
-
 
'
稀
に
拾
わ
れ
る
副
詞
の
連
用
(
連
続
使
用
の
意
へ
　
以
下
同
)
　
は
'
陳
述

副
詞
と
属
性
(
情
態
・
程
度
)
副
詞
と
の
連
用
と
し
て
見
れ
ば
有
り
得
な
い
も
の
で
は

な
い
も
の
の
'
多
分
に
文
章
作
成
上
の
偶
発
的
現
象
と
考
、
手
b
れ
る
。

と
こ
ろ
が
へ
　
こ
の
中
'

㈹
始
日
野
本
石
田
大
串
取
木
等
之
宅
l
迄
至
輿
力
人
々
之
小
革
皆
悉
焼
巡
'
〓
ハ
)

{
り

㈹
鍍
父
国
書
之
舎
宅
.
幽
魂
珍
ヒ
滅
ン
P
'
(
十
八
)

㈹
所
′
遺
;
民
軍
為
仇
丁
矧
剰
焼
亡
・
　
(
I
 
l
九
)

に
見
ら
れ
る
三
例
の
「
皆
」
「
悉
」
　
の
連
用
は
、
前
田
本
色
葉
字
類
抄
'
図
書
寮
本
・
観

智
院
本
頬
架
名
尭
抄
に
於
け
る
萱
戦
訓
や
'

十
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割
　
　
　
　
フ
ル
ヒ

○
梯
演
を
交
へ
流
シ
挙
ク
身
の
戦
動
ク
(
唐
招
提
寺
本
金
光
明
車
勝
王
経
)

○
判
官
(
轡
堅
且
利
古
止
比
止
二
元
和
本
和
名
頬
架
抄
)

o
.

の
如
上
　
訓
漢
字
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
推
し
て
'
「
皆
」
「
悉
」
に
そ

れ
ぞ
れ
「
ミ
ナ
」
「
コ
-
∫
-
ク
」
　
の
和
訓
が
当
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
'

情
態
副
詞
の
連
用
で
あ
る
上
に
類
義
語
の
連
用
で
も
あ
り
へ
且
又
、
築
島
裕
博
士
の
r
平

:
q

安
時
代
の
漢
文
訓
読
班
相
に
つ
き
て
の
研
究
j
　
に
敬
し
て
'
和
文
浩
(
他
に
「
ス
ペ
テ
」

も
頬
表
)
　
と
漢
文
訓
読
特
有
語
と
の
連
用
と
も
解
し
得
る
の
で
あ
る
。

一
九
八
八
・
五
・
一
七
受
理
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こ
の
「
皆
」
「
悉
」
の
連
用
は
'
他
の
院
政
時
代
の
和
化
漢
文
訓
点
資
料
に
於
い
て
も
、

タ
ン
ノ
ケ
ム

㈹
例
話
郡
検
田
健
等
皆
悉
夕
入
部
ト
吾
　
(
高
山
寺
本
古
往
来
へ
　
二
八
)

㈹
而
‥
首
。
耶
-
司
之
朝
o
f
t
.
S
i
-
内
の
如
s
f
c
"
馴
w
現
t
a
r
.
i
旺
　
民
'
,
h
革
(
其
福
寺

本
尾
張
国
解
文
へ
一
二
八
)

5
N

㈹
然
・
馴
額
田
-
之
人
は
皆
悉
ク
苧
亡
(
同
右
、
五
〇
三
)

の
如
y
 
t
　
未
だ
僅
か
二
資
料
に
三
例
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
と
は
言
え
t
　
等
し
-
同
じ

並
び
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
現
象
的
に
は
'
熟
字
か
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
予
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
縄
の
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
古
字
書
三
種
に
は
見
当
ら
な
い
O

(
7
)

管
見
に
依
れ
ば
'
古
字
書
へ
の
載
録
は
'
文
明
本
節
用
集
辺
ま
で
降
る
よ
う
で
あ
る
。

今
、
こ
の
並
び
を
'
ひ
と
先
ず
達
文
「
皆
悉
(
ミ
ナ
コ
-
∫
-
ク
)
」
と
称
す
る
。

当
達
文
に
つ
い
て
は
へ
　
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
悉
(
コ
-
∫
-
ク
)
」
が
'
諸
資

:PI-

料
に
於
け
る
用
字
法
の
報
告
の
一
部
と
し
て
'
屡
ば
見
受
け
ら
れ
る
の
に
対
し
'
「
皆
悉
」

の
ま
と
ま
り
と
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
は
短
め
て
少
な
く
'
寡
聞
に
し
て
も
　
次
の
三
つ
よ

(
9
)

り
外
に
そ
の
例
を
知
ら
な
い
o
す
な
わ
ち
'
江
戸
時
代
曙
大
典
が
r
文
語
解
j
の
「
悉
」

の
項
に
て
「
又
皆
悉
ト
連
用
ス
」
と
し
て
挙
げ
'
近
時
は
岩
波
古
典
文
学
大
系
r
今
昔

物
語
集
」
の
頭
注
に
て
'
山
田
孝
雄
博
士
等
が
「
皆
悉
」
を
「
ご
-
普
通
の
重
言
」
「
一

種
の
重
言
」
「
悉
夕
皆
は
そ
の
避
板
法
」
と
注
さ
れ
'
ま
た
佐
藤
宣
男
氏
が
r
講
座
日
本

(
2
)

語
の
語
乗
も
語
誌
E
j
に
於
い
て
へ
「
悉
皆
を
頼
倒
し
た
表
現
」
と
説
か
れ
た
の
み
で
あ
っ

て
'
未
だ
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
達
文
の
よ
う
で
あ
る

(
但
し
'
「
悉
皆
(
シ
ッ
カ
イ
)
」
に
つ
い
て
は
へ
　
諸
辞
書
に
説
か
れ
る
)
0

そ
こ
で
へ
　
本
稿
で
は
先
ず
「
皆
悉
」
を
「
皆
」
と
「
悉
」
と
に
分
割
し
'
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、
中
国
]
の
研
究
書
を
参
照
し
て
へ
そ
の
も
と
も
と
の
字
義
を
探
り
へ
次
い
で
へ

各
々
の
本
邦
に
於
け
る
和
訓
「
-
ナ
」
と
「
コ
-
∫
-
ク
」
と
に
つ
き
'
上
代
資
料
に

於
け
る
用
例
の
分
析
に
依
っ
て
へ
そ
の
本
釆
の
語
義
を
求
め
へ
そ
れ
ら
を
基
点
と
し
て
'

「
、
こ
ナ
」
「
コ
-
∫
-
ク
」
「
-
ナ
コ
-
∫
-
ク
」
「
コ
-
∫
-
ク
-
ナ
」
に
つ
い
て
'
諸

資
料
に
於
け
る
使
用
状
況
の
適
時
的
検
討
を
行
う
、
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
。
そ
の
際
へ

二
四

「
ア
ゲ
テ
」
「
ア
ハ
セ
テ
」
「
コ
ゾ
リ
テ
」
「
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
」
「
ス
デ
ニ
」
「
ス
ペ
テ
」
「
ト

e

モ
ニ
」
「
ナ
ラ
ビ
ニ
」
等
の
類
義
語
'
及
び
そ
れ
に
相
当
す
る
漢
字
表
記
を
も
対
象
と
す

る
こ
と
が
'
当
該
意
味
領
野
に
於
け
る
語
乗
の
緊
張
関
係
を
'
よ
り
一
層
鮮
明
に
す
る

こ
と
に
通
じ
'
そ
の
こ
と
が
'
語
乗
論
の
見
地
か
ら
は
不
可
欠
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
小
論
の
主
た
る
目
的
は
'
和
化
漢
文
の
達
文
「
皆
悉
」
の
意
味
用
法
・

出
自
・
使
用
位
相
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
た
め
'
類
義
語
全
体
に
対
象
を
拡
げ
る
こ

と
は
'
暫
-
こ
れ
を
措
-
こ
と
と
し
た
。
只
へ
　
「
ス
ベ
テ
」
は
、
上
述
の
如
上
　
築
島
博

士
が
「
-
ナ
」
と
並
ぶ
和
文
語
と
し
て
掲
げ
て
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
'
そ
れ
に
相
当
す

る
漢
字
表
記
と
共
に
'
こ
れ
を
対
象
に
加
え
た
。

二
、
「
皆
(
ミ
ナ
)
」
「
悉
(
コ
-
ゴ
ト
ク
)
」
の
原
義

I
 
t
　
「
皆
」
「
悉
」
　
の
字
義

「
皆
」
「
悉
」
は
'
中
国
の
研
究
書
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

○
皆
・
皆
'
聴
甜
伝
「
供
辞
也
」
孟
子
「
皆
是
也
」
(
劉
棋
'
助
字
弁
略
)

・
皆
へ
倶
也
'
穂
記
大
学
篇
「
豆
是
皆
以
修
身
為
本
」
(
共
学
海
'
古
書
虚
字
集
釈
)

・
皆
'
編
也
も
　
左
博
昭
四
年
「
旦
而
皆
召
其
徒
」
(
同
右
)

・
代
名
副
詞
も
　
詩
大
雅
紙
博
伝
'
皆
倶
他
'
(
方
毅
、
詞
詮
)

○
悉
・
悉
'
皆
也
へ
　
塵
也
へ
　
史
記
五
帝
紀
「
悉
挙
貴
戚
及
疎
遠
隠
匿
者
」
(
助
字
弁
略
)

・
代
名
副
詞
、
亦
去
也
へ
　
斉
悉
復
得
其
故
城
へ
　
(
詞
詮
)

右
に
依
っ
て
'
「
皆
」
に
「
倶
」
'
「
悉
」
に
「
塵
」
の
義
が
存
す
る
こ
と
が
親
わ
れ
る

が
t
 
r
助
字
弁
略
j
の
「
悉
'
皆
也
」
を
直
接
的
な
も
の
と
し
て
'
間
接
的
に
も
r
詞
詮
」

に
「
豊
」
を
「
表
数
副
詞
'
悉
也
へ
　
皆
也
」
と
説
き
、
許
懐
の
r
説
文
解
字
j
に
「
威
」

を
,
「
皆
也
、
悉
也
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
'
「
皆
」
「
悉
」
　
の
字
義
は
、
中
国
に
於
い
て

も
極
め
て
近
似
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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日
、
「
-
ナ
」
「
コ
-
∫
-
ク
」
　
の
語
義

「
皆
」
「
悉
」
に
当
る
「
-
ナ
」
「
コ
-
t
n
-
ク
」
に
つ
い
て
、
今
日
の
1
般
的
な
鰯

語
辞
典
に
は
「
-
ナ
　
ー
　
こ
と
ご
と
-
 
'
残
ら
ず
へ
す
べ
て
み
な
。
コ
-
t
n
-
ク
　
ー
　
す
っ

か
り
へ
　
こ
と
ご
と
-
」
(
r
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
絹
」
　
三
省
堂
)
'
「
,
,
,
ナ
　
-
　
全
部

に
わ
た
っ
て
そ
の
状
態
で
あ
る
こ
と
へ
　
残
ら
ず
'
す
べ
て
、
こ
と
ご
と
-
 
'
み
ん
な
。

コ
-
ゴ
-
ク
　
ー
　
多
-
の
事
物
が
例
外
な
-
一
致
す
る
さ
ま
へ
　
す
べ
て
'
全
部
、
残
ら

ず
」
(
r
日
本
国
語
大
辞
典
j
小
学
館
)
　
の
よ
う
に
'
恰
も
此
方
の
譜
を
以
っ
て
彼
方
の

語
を
説
き
へ
　
彼
方
の
語
を
以
っ
て
此
方
の
語
の
義
を
述
べ
る
が
如
き
状
況
で
あ
っ
て
'

両
語
間
の
明
確
な
差
異
は
見
出
し
稚
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
へ
　
こ
の
二
語
を
中
心
と
し
た
各
語
・
達
文
の
微
細
な
相
違
を
明
ら
か
に
す
べ

-
 
'
以
下
上
代
資
料
に
於
け
る
分
析
を
行
う
。

万
葉
集
に
は
、
「
-
ナ
」
が
十
七
例
存
L
t
　
う
ち
三
例
は
音
仮
名
表
記
へ
　
十
四
例
が
漢

字
表
記
「
皆
」
　
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
半
は
'

㈹
比
等
未
奈
能
　
美
良
武
林
部
良
能
　
多
聴
志
麻
乎
　
美
受
旦
夜
和
礼
波
　
紋
飛
都
々

違
良
武
(
八
六
二
)

の
よ
う
に
'
明
ら
か
に
名
詞
で
あ
っ
て
、
そ
の
副
詞
的
用
法
と
解
さ
れ
る
も
の
は
'

㈹
正
苅
ホ
　
保
里
江
許
具
奈
流
　
可
治
能
於
等
波
　
於
保
美
也
比
等
能
　
劃
伎
久
麻

縄
ホ
(
四
四
五
九
)

捌
湖
葦
　
交
在
草
　
知
華
　
人
皆
知
　
吾
裏
念
(
二
E
]
」
ハ
八
)

を
始
め
と
す
る
六
例
で
あ
る
。

「
コ
-
ゴ
-
ク
」
は
'
総
て
「
コ
-
∫
-
」
で
'

釧
久
夜
斯
可
母
　
可
久
斯
良
摩
世
婆
　
阿
乎
ホ
与
斯
　
久
紋
知
印
判
劃
笥
　
美
世
摩
斯

母
乃
乎
(
七
九
七
)

㈹
今
世
能
　
人
母
珂
笥
瑚
笥
　
旦
別
布
　
見
在
知
在
(
八
九
四
)

脚
安
麻
射
可
流
　
比
奈
ホ
名
可
加
須
　
古
思
能
奈
可
　
久
紋
知
盟
思
想
刊
　
夜
麻
波
之

母
　
之
自
ホ
安
礼
萱
毛
(
E
3
0
0
0
)

こ
れ
は
へ
　
古
事
記
歌
謡
に
も
、

伽
意
岐
都
登
理
　
加
毛
度
久
斯
麻
迩
　
和
賀
皐
泥
斯
　
伊
毛
披
和
須
礼
士
　
余
能
甜
観

劇
感
謝
(
上
六
三
六
へ
其
福
寺
本
行
数
へ
以
下
同
)
)

の
如
-
 
'
「
コ
-
∫
-
ニ
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
'
「
コ
-
∫
-
」
の
語
形
を
本
則
と
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
(
以
下
へ
　
上
代
資
料
に
於
い
て
は
、
「
コ
-
∫
-
ク
」
は
総
て
「
コ
-

ゴ
-
」
と
称
す
る
)
。
小
林
芳
規
博
士
は
'
「
コ
-
∫
-
ク
の
よ
う
に
ク
語
尾
を
付
け
る

形
は
上
代
に
確
例
が
な
-
 
'
新
し
い
語
形
で
あ
り
'
後
世
の
漢
文
訓
読
で
一
般
化
し
た

(
2
)

も
の
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
る
。
「
コ
-
∫
-
ク
」
は
'
平
安
初
期
訓
点
資
料
の
故
山
E
g
黄

道
氏
蔵
妙
法
蓮
華
経
方
便
品
な
ど
に
確
例
が
拾
わ
れ
る
こ
と
か
ら
へ
　
こ
の
百
年
か
ら
百

数
十
年
の
間
に
漢
文
訓
読
の
場
に
於
い
て
生
ま
れ
、
そ
れ
を
中
心
に
使
用
せ
ら
れ
た
も

の
と
察
せ
ら
れ
る
。

こ
の
　
「
コ
-
∫
-
」
は
'
万
葉
集
に
十
六
例
存
L
t
　
前
掲
の
普
仮
名
表
記
三
例
の
他

は
r
志
」
十
一
例
'
「
悉
」
「
皆
悉
」
各
1
例
の
漢
字
表
記
で
'
こ
の
中
「
孟
」
は
'

ー

　

　

一

l

W

　

-

脚
山
科
乃
　
鏡
山
ホ
　
夜
者
毛
　
夜
之
重
　
畳
老
母
　
日
之
豊
　
実
耳
呼
　
泣
乍
在
而

哉
二
五
五
)

-
r
　
_
　
L

㈱
葱
有
之
　
人
乃
豊
　
草
枕
　
客
有
間
ホ
　
佐
保
河
乎
　
朝
河
渡
　
春
日
野
乎
　
背
向

ホ
見
ホ
　
(
四
六
〇
)

の
如
上
　
全
例
が
連
体
格
助
詞
「
ノ
」
を
伴
-
こ
と
か
ら
、
他
の
表
記
よ
り
も
名
詞
的

要
素
が
色
濃
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
「
コ
-
ゴ
-
」
の
意
味
す
る
所
は
、
卯
も
「
コ
-
(
事
)
」

の
畳
語
で
あ
る
こ
と
よ
り
推
せ
ば
'
前
接
す
る
名
詞
を
対
象
と
し
て
'
そ
れ
を
一
つ
一

つ
数
え
上
げ
な
が
ら
全
体
に
至
る
t
　
で
あ
っ
て
'
「
-
ナ
」
と
の
相
違
は
こ
こ
に
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
o
す
な
わ
ち
へ
　
用
例
㈹
・
鰯
・
伽
の
「
,
,
,
ナ
」
と
「
コ
-
ゴ
-
」
と
は
'

′

ヽ

i

l

l

用
例
㈹
「
梶
の
音
は
'
大
宮
人
が
会
員
間
-
程
に
(
近
い
)
」
へ
　
用
例
帥
「
知
り
草
の
よ

′

ヽ

.

i

う
に
人
が
全
員
知
っ
て
し
ま
っ
た
私
の
心
の
中
は
」
、
用
例
㈹
「
繰
り
に
し
て
い
た
人
が

′

ヽ

′

ヽ

ノ

l

全
員
旅
に
出
て
い
る
問
に
」
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
'
何
れ
も
名
詞
的
に
「
全
員
」
を
指

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
'
用
例
㈹
は
'
厳
密
に
は
コ
あ
の
人
も
こ
の
人
も
と
数
え
上

二
五
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げ
て
行
-
と
)
全
員
が
-
-
」
な
の
で
あ
-
、
同
じ
全
体
を
指
す
場
合
に
も
、
自
ら
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
異
な
る
。
依
っ
て
'
「
コ
-
∫
-
」
の
対
象
と
す
る
名
詞
は
'
数
え
上
げ
る
こ

と
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
'
上
代
人
は

用
例
伽
・
脚
に
拠
れ
ば
、
時
間
を
も
数
え
上
げ
る
対
象
と
し
て
い
た
ら
し
い
。

尚
'
草
壁
皇
子
の
稀
に
際
し
て
も
　
そ
の
舎
人
の
1
人
が
詠
じ
た
歌
'

帥
八
多
能
良
我
　
夜
昼
萱
不
云
　
行
路
乎
　
吾
者
矧
剰
　
宮
道
叙
為
二
九
三
)

に
於
け
る
「
皆
悉
」
は
'
万
葉
集
中
唯
1
の
連
文
「
皆
悉
」
に
し
て
'
し
か
も
吉
敷
律

に
よ
り
こ
れ
を
「
コ
-
t
n
-
」
と
訓
む
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
o
　
こ
の
歌
は
'
岩
波
古
典

{
2
)

大
系
に
「
農
夫
た
ち
が
夜
昼
と
い
わ
ず
に
往
来
す
る
道
を
'
私
は
宮
道
に
し
て
毎
日
通

(Z)

う
こ
と
で
あ
る
」
'
小
学
館
古
典
全
集
に
「
役
民
た
ち
が
夜
畳
と
な
-
行
-
道
を
、
わ
れ

ノ
i

わ
れ
舎
人
は
み
ん
な
宮
仕
え
道
に
し
て
い
る
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
'
殊
に
「
コ

-
∫
-
」
の
解
釈
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
'
原
文
は
用
例
S
の
通
り
で
も
　
「
(
畑

子
等
が
夜
昼
と
な
-
)
行
-
路
を
'
吾
は
コ
-
ゴ
ー
宮
道
に
す
る
」
と
い
う
事
実
関
係

は
柾
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
'
数
え
上
げ
る
対
象
と
言
え
ば
「
行
路
」
以
外
に
は

考
え
得
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
、
全
-
同
一
の
道
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
'
畑
子
が
行
-
道
を
'
殊
更
に
一
本
ず
つ
数
え
上
げ
る
こ
と
と
な
り
、
糊
か

馴
染
ま
な
い
解
釈
と
な
る
。

確
か
に
'
本
例
(
用
例
物
も
こ
れ
に
準
ず
る
)
は
、
文
節
の
相
互
関
係
か
ら
見
て
も

他
と
は
異
な
り
へ
　
「
吾
者
」
は
「
宮
道
叙
為
」
と
主
語
・
述
語
、
「
コ
-
ゴ
-
」
は
「
宮

道
叙
為
」
と
連
用
修
飾
語
・
被
修
飾
語
の
関
係
に
あ
り
へ
　
相
隣
る
「
吾
者
」
と
「
コ
-

ゴ
-
」
と
は
直
接
に
は
結
び
付
か
な
い
訳
で
あ
る
か
ら
、
完
全
に
上
か
ら
の
連
体
修
飾

を
脱
し
た
'
正
に
副
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
と
見
放
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

同
前
の
解
釈
を
当
て
駄
め
る
こ
と
が
、
抑
も
困
難
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
o

こ
の
点
t
 
r
角
川
古
語
大
辞
典
」
　
の
「
コ
-
∫
-
」
の
項
に
は
、
「
そ
れ
以
外
の
ど
ん

な
状
態
で
も
な
い
さ
ま
'
完
全
に
」
と
の
語
義
を
示
さ
れ
た
上
で
'
本
例
を
掲
げ
て
い

ら
れ
る
O
当
を
得
た
指
摘
と
言
え
る
O
　
こ
の
用
法
が
後
世
の
「
コ
-
∫
-
ク
」
　
に
繋
が

二
六

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
、
万
葉
集
に
於
け
る
本
意
味
用
法
の
確
例
が
'

唯
一
の
達
文
「
皆
悉
」
に
当
る
と
い
-
こ
と
は
へ
　
こ
の
達
文
の
訓
み
と
共
に
特
筆
に
価

す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

古
事
記
に
於
け
る
「
ミ
ナ
」
「
コ
-
∫
-
」
は
'
前
者
が
総
て
「
皆
」
に
て
二
十
七
例

存
L
t
　
後
者
は
普
仮
名
表
記
「
コ
-
+
n
-
ニ
」
(
用
例
伽
)
　
の
他
、
「
悉
」
三
十
七
例
へ

「
悪
」
一
例
が
存
す
る
o
　
こ
れ
ら
は
'

㈹
其
矢
羽
者
も
其
鼠
子
等
矧
喫
也
。
(
上
三
三
四
)

ノ
i

「
そ
の
矢
の
羽
は
そ
の
風
の
子
等
が
全
部
(
又
は
全
月
が
)
喫
っ
て
し
ま
っ
た
」
、

㈱
是
以
'
大
殿
破
-
壕
へ
剰
畢
雨
漏
」
都
勿
二
愉
-
理
一
以
レ
軸
受
二
其
漏
雨
」
遷
二
避
干
不
し

漏
処
?
　
(
下
十
七
)

′

i

ノ

1

.

ノ

1

.

ノ

t

,

ノ

t

'

「
仁
徳
天
皇
の
大
殿
(
の
屋
根
)
　
が
破
れ
'
至
る
と
こ
ろ
か
ら
雨
漏
り
が
す
る
け
れ
ど

ち
-
-
」
'

帥
此
紳
者
'
足
推
し
不
し
行
'
矧
知
二
天
下
之
事
葡
也
。
(
上
四
二
二
)

′

i

、

「
こ
の
久
延
枇
古
は
'
歩
行
は
で
き
な
い
も
の
の
、
天
下
の
事
を
ど
れ
も
こ
れ
も
全
部

知
り
尽
し
て
い
る
神
で
あ
る
」
の
如
上
　
基
本
的
に
は
万
葉
集
同
様
で
あ
る
が
'
何
れ

も
格
段
に
副
詞
的
で
'
そ
の
傾
向
は
「
コ
-
∫
-
ク
」
に
強
-
窺
わ
れ
る
。

達
文
「
皆
悉
」
　
は
無
い
も
の
の
、

剛
天
・
皇
詔
之
'
欲
レ
報
二
父
王
之
仇
7
必
剰
破
ニ
ー
填
其
陵
」
何
少
掘
乎
。
〒
四
1
豆
)

脚
是
今
単
取
二
父
仇
之
志
一
悉
破
下
治
二
天
下
i
天
・
皇
陵
上
着
へ
後
人
必
誹
・
誇
。
(
下
四

二
八
)

.
r
・
、
ノ
t
.

な
ど
は
'
文
脈
よ
り
推
し
て
「
雄
略
天
皇
の
墓
陵
の
至
る
と
こ
ろ
(
延
い
て
は
全
部
)

(
」
)

を
破
壊
す
る
」
の
で
は
な
く
　
「
完
全
に
」
破
り
穀
つ
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ

る
の
で
'
万
葉
集
の
「
皆
悉
」
に
通
じ
る
意
味
用
法
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
上
代
に

於
い
て
「
コ
-
∫
-
」
が
「
ミ
ナ
」
よ
り
も
副
詞
的
と
言
え
る
の
は
へ
　
こ
の
意
味
用
法

に
依
る
所
が
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
「
-
ナ
」
　
に
於
け
る
か
か
る
意
味
用
法
の
派
生
は
'

脚
後
盗
人
於
レ
火
　
其
堂
骨
焼
(
上
三
十
三
線
)
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糾
見
二
四
方
二
者
　
皆
衛
I
I
火
山
;
無
レ
問
ン
所
元
故
　
叫
走
裡
(
中
十
緑
)

の
如
く
'
平
安
初
期
資
料
の
日
本
霊
異
記
に
同
様
の
用
法
が
拾
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
コ

-
t
n
-
」
よ
り
も
若
干
降
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
'
古
事
記
に
は
「
-
ナ
」
と
「
コ
-
∫
-
」
と
を
対
句
的
に
用
い
る
も
の

が
'
全
部
で
九
例
見
受
け
ら
れ
る
。

脚
是
以
'
悪
神
之
音
'
如
二
枚
蝿
一
骨
満
'
再
物
之
妖
利
発
。
(
上
1
八
六
)

㈱
故
へ
於
レ
是
へ
速
須
佐
之
男
傘
言
、
然
者
、
清
二
天
照
大
御
神
.
将
レ
輿
乃
参
二
上
天
,

時
、
山
川
剰
勅
'
国
土
矧
震
。
(
上
1
九
二
)

的
有
へ
高
天
原
簡
略
へ
葦
原
中
国
圏
闇
。
(
上
二
三
四
)

㈹
故
'
汝
者
随
二
其
族
在
-
悉
率
釆
'
自
二
此
鳴
.
至
㌔
丁
気
多
輿
矧
列
伏
度
。
(
上
三
〇

五
)

脚
故
'
受
取
其
甲
刀
一
之
時
'
其
熊
野
山
之
荒
神
'
自
矧
為
二
切
什
7
4
.
共
成
炭
御

軍
へ
剰
宿
起
之
。
(
中
二
十
三
)

㈹
故
'
其
車
剰
破
而
逃
散
。
&
.
追
二
迫
其
逃
軍
一
到
二
久
項
婆
之
度
海
'
矧
披
二
迫
　
l
軍

而
'
尿
出
懸
レ
於
レ
挿
。
(
中
二
四
七
)

㈱
今
憲
思
レ
求
二
某
国
一
巻
へ
於
,
天
神
・
地
-
紙
亦
二
山
神
五
中
河
海
之
諸
神
家
奉
二
山
甲
旦

我
之
御
魂
も
坐
二
千
船
上
高
へ
真
木
灰
的
し
紙
も
亦
'
箸
及
二
比
羅
伝
一
(
此
三
字
以
し

膏
。
)
多
作
'
励
可
散
二
浮
大
海
一
以
可
レ
度
。
(
中
五
二
五
)

㈹
於
.
′
是
へ
天
-
皇
'
登
二
高
山
克
m
-
方
之
国
元
之
も
於
二
国
中
壷
不
妄
'
国
矧
貧

・
窮
O
故
へ
自
レ
今
至
二
三
年
一
悉
除
二
人
-
民
之
課
-
薫
(
下
十
七
)

脚
於
レ
是
'
天
・
皇
大
分
蒜
矢
刺
へ
盲
宮
人
等
剖
天
利
。
4
.
其
人
等
亦
骨
失
刺
　
(
K
-
三

二
二
)

中
に
は
'
二
文
に
亙
る
も
の
'
「
皆
々
」
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
'
総
て
を
等
し
並

み
に
取
り
扱
う
べ
き
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
'
古
事
記
に
於
け
る
「
-
ナ
」
「
コ
-

ゴ
-
」
　
の
全
用
例
数
に
占
め
る
割
合
は
'
前
者
の
約
三
分
の
一
'
後
者
の
約
四
分
の
一

で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
低
い
比
率
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
「
-

ナ
」
「
コ
-
∫
-
」
は
「
皆
」
「
悉
」
に
限
定
さ
れ
'
そ
の
出
現
順
位
は
不
定
で
あ
っ
て
、

「
皆
　
-
　
悉
～
」
型
の
も
の
四
例
'
「
悉
　
-
　
皆
1
-
」
型
の
も
の
五
例
の
如
-
相
半

ば
L
t
　
両
型
は
「
皆
々
」
を
含
む
用
例
脚
を
除
け
ば
'
全
-
交
互
に
現
れ
る
と
い
う
関

係
に
あ
る
。
偶
然
と
し
て
は
出
釆
過
ぎ
と
言
う
よ
り
外
は
な
い
。

こ
の
類
例
は
t
 
r
寧
楽
遺
文
j
　
に
も
'

㈹
服
此
薬
者
、
高
病
剰
除
、
千
苦
皆
~
敦
へ
諸
善
成
就
'
(
東
大
寺
献
物
帳
'
七
五
六
年
)

の
如
-
に
拾
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
対
句
的
表
現
に
使
用
さ
れ
た
「
-
ナ
」
「
コ

-
∫
-
」
の
意
味
用
法
を
見
る
と
'
殆
ど
同
義
と
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
'
「
皆
〕
「
悉
」

が
逆
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
'
又
同
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
'
差
し

支
え
な
い
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
'
用
例
即
は
'
ほ
ぼ
同
内
容
を
表
わ
す
と
思
わ
れ
る
'

㈹
困
二
吾
隠
坐
一
而
、
以
l
「
為
天
原
日
間
'
亦
'
葦
原
中
国
皆
闇
一
兵
'
(
上
二
五
1
)

に
依
れ
ば
'
「
高
天
原
」
　
に
「
-
ナ
」
を
用
い
'
「
葦
原
中
国
」
　
に
「
コ
-
∫
-
」
を
用

い
る
必
然
性
も
'
「
ミ
ナ
」
が
「
タ
ラ
シ
(
曙
)
」
を
修
飾
L
t
　
「
コ
-
∫
-
」
が
　
「
同

(
闇
)
」
を
修
飾
す
る
必
然
性
も
全
-
無
い
の
で
あ
っ
て
、
等
し
く
　
「
間
」
(
全
十
例
)

コ
P
U
[

を
使
用
し
て
構
わ
ぬ
所
を
'
意
図
的
に
「
時
」
(
本
例
の
み
)
に
改
め
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
は
'
明
ら
か
に
「
-
ナ
」
と
「
コ
-
∫
-
」
と
に
依
る
対
句
的
表
現
作
成
に

(
1
7
)

付
随
す
る
'
単
な
る
変
字
法
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
'
更
に
「
ミ
ナ
」
「
コ

(
1
8
)

-
∫
-
」
自
体
が
'
変
事
法
的
に
使
用
さ
れ
る
節
(
用
例
㈹
)
さ
え
窺
わ
れ
る
こ
と
か

ら
'
両
語
が
恰
も
同
語
の
如
-
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
右
が
'
対
句
法
・
変
字
法
な
ど
の
修
辞
を
優
先
さ
せ
た
が
為
か
否
か
は
判
然

と
し
な
い
所
で
あ
る
が
、
原
義
か
ら
す
れ
ば
'
こ
れ
は
一
種
の
混
用
な
の
で
あ
る
。

万
葉
集
・
風
土
記
に
全
-
存
し
な
い
　
「
ス
ペ
テ
」
は
'
風
土
記
等
に
「
凡
・
稔
・
惣
・

部
」
な
ど
の
表
記
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
'
そ
の
殆
ど
は
「
一
般
的
に
'
大
体
」
'
或
い

は
「
合
計
し
て
」
　
の
意
で
あ
っ
て
、

㈹
共
産
所
有
、
天
之
大
神
社
、
琴
戸
社
'
沼
尾
社
へ
合
二
三
虞
,
m
称
二
香
島
天
之
大
神
一

,.r]

二
七
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(
常
陸
国
風
土
記
、
　
香
島
郡
)

の
如
き
'
「
全
部
」
の
意
と
も
解
さ
れ
る
も
の
は
、
極
-
僅
か
に
過
ぎ
な
い
。
「
ス
ベ
テ
」

は
、
動
詞
「
ス
プ
」
に
接
続
助
詞
「
テ
」
が
つ
い
て
出
来
た
語
で
あ
る
か
ら
、
名
詞
的

要
素
が
殆
ど
無
い
な
ど
へ
「
,
)
,
ナ
」
「
コ
-
∫
-
」
と
は
も
と
J
と
差
異
が
存
す
る
よ
う

で
あ
る
。

尚
'
「
-
ナ
コ
-
∫
-
ク
」
「
コ
-
∫
-
ク
-
ナ
」
は
'
連
文
「
皆
悉
」
「
悉
皆
」
の
形

(
2
)

で
表
わ
れ
'
そ
れ
ぞ
れ
風
土
記
に
二
例
(
二
歯
冠
)
と
六
例
(
四
箇
団
)
t
 
r
寧
楽
遺
文
j

に
一
例
(
1
資
料
)
と
五
例
(
五
資
料
)
'
降
っ
て
H
本
霊
異
記
に
三
例
と
1
例
と
が
拾

わ
れ
る
。
用
例
数
と
所
用
の
資
料
数
と
か
ら
へ
　
概
し
て
後
者
主
用
と
言
え
る
が
'
日
本

霊
異
記
に
於
い
て
は
こ
れ
が
逆
転
し
て
い
る
。
「
皆
悉
」
は
万
葉
集
(
用
例
即
)
に
徹
し

て
、
合
し
て
「
コ
-
∫
-
」
と
訓
じ
'
又
「
悉
皆
」
も
こ
れ
に
準
ず
る
か
と
も
思
わ
れ

(班)

る
が
、
こ
の
万
葉
集
以
外
に
訓
み
の
傍
証
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
'
便
宜
的

に
後
世
の
訓
み
を
採
っ
て
'
「
-
ナ
コ
-
∫
-
ク
」
「
コ
-
ゴ
-
ク
-
ナ
」
と
称
す
る
。

さ
て
'
「
ミ
ナ
コ
-
∫
-
ク
」
は
'

望
量
へ
此
村
有
二
土
蜘
妹
1
造
レ
墜
隠
之
、
不
レ
従
一
皇
命
丁
日
本
武
尊
巡
幸
之
日
'
矧

剰
諌
之
へ
国
軍
小
城
郡
;
(
肥
前
国
風
土
記
、
小
城
耶
)

㈹
衝
山
道
場
矧
割
安
P
.
.
今
代
通
俗
塘
仰
帰
敬
(
七
代
詑
)

㈹
神
護
東
雲
三
年
歳
次
二
己
酉
盲
　
五
月
廿
三
日
丁
酉
午
時
　
発
レ
火
惣
家
　
功
利
焼

滅
(
日
本
霊
異
記
へ
　
下
十
緑
)

帥
捷
見
　
九
間
大
童
什
如
二
微
塵
一
皆
悉
折
権
　
悌
像
矧
破
　
僧
坊
皆
什
　
見
誠
如
ー
告

既
忍
破
規
(
同
右
'
下
二
十
四
線
)

「
コ
-
∫
-
ク
ミ
ナ
」
は
'

㈹
天
皇
勅
'
追
二
架
於
此
村
一
悉
皆
斬
死
'
(
播
磨
国
風
土
記
、
賀
毛
郡
)

脚
是
五
人
、
並
為
レ
人
強
暴
、
衆
頬
亦
多
在
、
剰
骨
準
石
'
不
レ
従
-
一
皇
命
l
 
I
(
豊
後
国
風

土
記
、
速
見
郡
)

脚
今
我
等
天
皇
見
聞
所
行
願
'
告
此
正
行
願
、
天
下
之
万
姓
圏
骨
庫
随
チ
行
ス
'
(
元
興

二
八

寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
)

糾
伏
堅
剛
日
之
志
、
憩
固
成
就
'
(
聖
武
天
皇
詔
書
銅
板
へ
七
四
九
年
)

㈹
以
前
'
今
年
秋
節
雨
風
頻
起
'
所
佃
之
田
頚
骨
萎
枯
、
(
越
前
団
健
等
解
'
七
五
七
年
)

㈱
是
噂
話
王
諸
臣
及
天
下
百
姓
長
考
到
矧
如
失
愛
子
へ
　
(
七
代
記
)

仰
法
会
之
衆
　
圏
矧
耽
芙
(
日
本
霊
異
記
、
中
十
五
緑
)

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
て
'
そ
の
意
味
用
法
は
'
敢
吉
す
れ
ば
'
前
者
は
用
例
細
が

「
家
全
体
が
完
全
に
焼
滅
し
た
」
　
の
意
で
あ
る
如
-
 
'
若
干
副
詞
的
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
-
 
'
後
者
は
用
例
鋤
に
見
ら
れ
る
よ
-
に
'
多
少
名
詞
的
で
あ
る
t
　
と
い
う
小

異
は
存
す
る
の
で
あ
る
が
'
大
略
同
様
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

従
っ
て
'
前
述
の
「
-
ナ
」
「
コ
-
∫
-
」
と
同
様
に
'
「
ミ
ナ
コ
-
∫
-
ク
」
「
コ
-

t
n
-
ク
三
十
」
　
の
差
異
も
微
細
で
あ
っ
て
'
更
に
用
例
榊
に
依
れ
ば
、
こ
の
四
着
間
の

差
異
も
亦
此
-
の
如
し
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
'
こ
の
用
例
榊
に
於
い
て
も
'

楢
「
-
ナ
コ
-
∫
-
ク
」
の
み
が
「
如
二
微
塵
一
(
こ
な
ご
な
の
意
)
」
と
形
容
さ
れ
て
い

る
こ
と
よ
り
推
せ
ば
'
達
文
を
用
い
る
場
合
は
、
「
完
全
に
」
の
意
味
用
法
で
用
い
る
か
'

た
と
え
譲
っ
た
と
し
て
J
.
そ
の
　
「
全
部
」
　
で
あ
る
様
を
'
「
,
,
,
ナ
」
「
コ
-
∫
-
」
単
独

よ
り
も
'
1
層
強
調
す
る
意
味
合
い
が
強
い
こ
と
は
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

三
、
和
文
資
料
・
訓
点
資
料
に
於
け
る
使
用
状
況
の
比
較

前
節
に
於
い
て
は
'
主
と
し
て
各
語
・
達
文
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
こ

で
、
本
節
で
は
'
そ
れ
ら
の
使
用
位
相
の
問
題
に
着
目
す
る
こ
と
と
L
t
　
先
ず
は
長
も

対
距
的
と
さ
れ
る
、
和
文
資
料
と
訓
点
資
料
と
に
於
け
る
使
用
状
況
の
比
較
を
行
う
。

次
の
(
表
I
V
(
表
2
)
は
、
こ
の
結
果
を
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
訓
点
資
料
の

所
用
語
は
'
原
漢
文
の
表
記
に
強
-
規
制
さ
れ
る
た
め
、
適
時
的
配
列
は
あ
ま
り
意
味

を
為
さ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
'
今
は
訓
み
を
問
箱
と
し
て
い
る
の
で
こ
の
配
列
に

従
っ
た
。
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(
表
1
)
和
文
資
料
に
於
け
る
使
用
状
況

十 明 新
(

梁 詞 極 と 栄
(

級 董 更 堤 秩 枕 源 栄 口壬
T (

大 辛 め 辛 落 多 伊 土 古 竹
(六 忠 古 鎌 磨 花 楽 ) 花 院 姶 物 級 中 衣 葦 氏 式 泉 辛 口壬T

津 げ ・q
-

荏 武 勢 左 令 敬 平
夜 上 令 倉 秘 輿 願

′
、.め 物

ー
政 過 五

ロ
l
>
l=

日
一

柄
-

」

!
千 物 那 式 安 物 慕′ー ち 物 物 峯 物

l
日

I
集 物

一
安

日
記

人
歌
集

集 期

〉

抄 往
生

歌

へ
ば
や
物
語

五
ロ一tlP

期

)

山菜 記 吉
物

語

五
ロlid

五
日
ThP 日

記
部

日
記

後

期

〉

語 物

語
ふ
日
記

五
口
w
e

語 少
将
物

語

語 記 五
日
h
n

中

期

)

1
※
1

※
1

※
22

※
401 4 3

'X
:
r¥)

37 18 01 3 3 27
※
12 1

※
2

※
1

ス
ベ
テ

2 d
1

11 16 2 4 03 484 .A,
2 71 61 54 600 1.d.

3 03 2 21 4003 9 8 34 4 5 7 3 11
ミ
ナ

2 1
※
1

※
1

コ
ト

ゴ
ト

ク

(
注
)
1
、
「
ス
ペ
テ
」
　
の
う
ち
'
古
今
集
・
新
古
今
集
の
各
一
例
は
'

序
文
中
に
存
す
る
C
　
多
武
峯
少
将
物
語
・
挟
衣
物
語
は
'
「
ス

ベ
テ
ス
ペ
テ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
二
例
、
か
け
ろ
ふ
日
記
・
栄
花

物
語
は
そ
れ
ぞ
れ
一
例
含
む
。
と
り
か
へ
ば
や
物
語
は
「
ス

ベ
テ
コ
-
ゴ
-
ニ
」
を
、
極
楽
願
往
生
歌
は
'
「
ス
ベ
テ
-
ナ
」

を
そ
れ
ぞ
れ
一
例
含
む
。

2
'
「
コ
-
∫
-
ク
」
　
の
う
ち
'
字
津
保
物
語
・
源
氏
物
語
の
各

一
例
は
'
そ
れ
ぞ
れ
「
コ
-
∫
-
ク
ニ
」
「
コ
-
∫
-
」
で
あ

る
。
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(S)

和
文
資
料
は
、
表
中
の
二
十
七
資
料
を
調
査
対
象
と
し
た
が
、
「
ミ
ナ
」
が
全
資
料
に

拾
わ
れ
る
の
に
対
し
て
'
「
ス
ベ
テ
」
は
十
八
資
料
'
「
コ
-
∫
-
ク
」
は
、
と
り
か
へ

ば
や
物
語
の
「
ス
ベ
テ
コ
ー
プ
-
ニ
」
を
加
え
て
も
'
僅
か
五
資
料
に
六
例
が
見
出
さ

れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
用
例
の
数
か
ら
し
て
も
、
明
ら
か
に
「
ミ
ナ
」
主
用
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

「
コ
と
n
-
タ
」
は
'
字
津
保
物
語
の
俊
薩
巻
や
梁
塵
秘
抄
な
ど
'
漢
文
訓
読
語
の

影
響
が
著
し
い
資
料
に
存
し
'
源
氏
物
語
は
唯
一
例
'

鯛
こ
と
!
＼
き
,
あ
ほ
せ
け
る
か
た
は
な
ら
む
こ
と
は
と
り
か
-
し
て
さ
る
こ
と
な
ん

あ
り
け
る
と
大
方
の
物
語
の
つ
い
て
に
そ
う
つ
の
い
ひ
し
こ
と
を
か
た
れ
と
の
給
は

す
(
手
習
)

の
如
上
　
古
形
「
コ
-
∫
-
」
を
用
い
て
い
る
。

「
ス
ベ
テ
」
は
'
極
楽
願
往
生
歌
の
歌
謡
部
分
に
「
ス
ペ
テ
-
ナ
」
の
形
で
一
例
存

す
る
も
の
の
'
古
今
集
・
新
古
今
集
に
於
い
て
は
何
れ
も
序
文
に
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
へ

歌
語
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
用
法
は
上
代
資
料
の
如
-
で
あ
る
が
'

㈹
召
膏
も
せ
で
五
六
日
に
な
り
ぬ
。
(
大
和
物
語
)

の
よ
う
に
'
「
全
-
～
な
い
」
の
意
を
表
わ
す
も
の
が
拾
わ
れ
る
。
こ
れ
は
「
ス
ペ
テ
」

独
自
の
意
味
用
法
と
考
え
ら
れ
る
o(ォ)

I
方
、
訓
点
資
料
は
三
十
四
資
料
を
調
査
対
象
と
し
た
が
、
単
独
の
「
コ
-
∫
-
ク

(
M
)
」
が
三
十
7
資
料
'
「
-
ナ
」
が
三
十
資
料
へ
　
「
ス
ベ
テ
」
が
十
九
資
料
に
見
出
さ

れ
た
。
こ
の
中
'
「
コ
-
∫
-
タ
」
は
和
文
資
料
に
は
殆
ど
拾
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
'
築

島
博
士
の
御
指
摘
通
り
へ
　
漢
文
訓
読
特
有
語
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
が
'
「
,
,
,
ナ
」
は
'
そ
の
用
例
数
の
多
き
か
ら
し
て
も
'
文
体
に
係
わ
ら
な
い
'
当
該

意
味
領
野
に
於
け
る
主
用
語
の
如
-
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
ス
ペ
テ
」
は
'
語
構
成
な
ど
か
ら
'
も
と
も
と
は
漢
文
訓
読
の
場
か
ら
出
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
却
っ
て
和
文
資
料
の
方
に
多
く
拾
わ
れ
る
浩
で
あ
る
。
只
、
訓
点

資
料
の
中
に
も
石
山
寺
蔵
法
華
義
疎
に
二
十
例
へ
　
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
肺
伝
に

三
〇

五
十
三
例
な
ど
'
比
較
的
多
く
見
受
け
ら
れ
る
資
料
も
存
す
る
の
で
'
必
ず
し
も
「
コ

-
'
n
-
ク
」
と
対
立
す
る
和
文
語
と
し
て
'
戯
然
と
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

「
ス
ベ
テ
」
「
-
ナ
」
「
コ
-
∫
-
ク
」
は
へ
　
そ
の
所
用
の
漢
字
表
記
に
着
目
す
る
と
'

1
見
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
種
類
の
漢
字
表
記
が
当
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
へ
こ
の
中
、

石
山
寺
蔵
法
華
経
玄
賛
・
高
山
寺
蔵
大
批
鹿
近
郷
成
体
経
疎
に
於
け
る
「
都
」
'
天
理
図

書
館
蔵
南
海
寄
帰
内
法
伝
に
於
け
る
「
総
」
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
新
修
往
生
伝
・
同
華
厳

祖
師
伝
・
天
理
E
B
書
館
蔵
古
文
尚
書
・
石
山
寺
蔵
大
唐
西
城
記
に
於
け
る
「
威
」
の
漢

字
表
記
に
は
'
右
三
語
中
の
複
数
訓
が
当
っ
て
お
り
、
又
前
田
本
色
葉
字
頬
抄
に
拠
っ

て
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
依
り
'
か
か
る
訓
点
資
料
に
於
け
る
附
訓

状
況
か
ら
も
、
各
語
の
意
味
用
法
が
'
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

尚
、
「
コ
-
ゴ
-
ク
」
と
「
コ
-
∫
-
ク
ニ
」
と
の
相
違
は
'
前
者
が
仏
書
資
料
に
て

占
め
ら
れ
'
後
者
が
資
料
名
の
上
に
○
印
を
付
し
た
漢
籍
資
料
と
、
仏
書
の
中
で
も
、

知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
笑
法
師
表
啓
・
石
山
寺
蔵
悌
説
太
子
須
陀
筆
経
・
南
海
寄
帰
内

法
伝
・
高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
・
興
福
寺
本
慈
恩
伝
・
新
修
往
生
伝
・
石
山
寺

蔵
大
唐
西
域
記
・
華
厳
祖
師
伝
な
ど
'
殆
ど
が
伝
記
の
頬
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
に
、

(a)

小
林
芳
規
博
士
の
説
か
れ
る
、
仏
書
訓
み
「
コ
-
∫
-
ク
」
と
漢
籍
訓
み
「
コ
-
ゴ
-

ク
ニ
」
と
の
相
違
と
し
て
肥
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
の
如
-
「
ス
ベ
テ
」
「
-
ナ
」
「
コ
-
∫
-
ク
」
に
関
す
る
、
和
文
資
料
と
訓
点
資

料
と
の
異
な
り
は
'
こ
れ
ら
三
語
の
出
現
比
率
に
顕
著
で
あ
っ
て
'
為
に
程
度
の
差
こ

そ
あ
れ
'
従
来
こ
の
間
層
に
の
み
注
意
が
払
わ
れ
て
来
た
訳
で
あ
る
が
'
(
表
-
)
(
表

2
)
に
明
ら
か
な
よ
う
に
'
「
-
ナ
コ
-
ゴ
-
ク
」
「
コ
-
ゴ
-
ク
ミ
ナ
」
の
存
否
も
亦
'

極
め
て
重
要
な
鍵
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
和
文
資
料
に
於
い
て
、
右

三
語
の
う
ち
の
二
語
を
合
し
て
用
い
る
(
「
ス
ベ
テ
ス
ペ
テ
」
を
除
-
)
の
は
'
先
述
の

と
り
か
へ
ば
や
物
語
の
「
ス
ペ
テ
コ
-
t
n
-
ニ
」
'
極
楽
願
往
生
歌
の
「
ス
ベ
テ
-
ナ
」
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蒜
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〈悉
皆
.戚
皆
}

2
〈戚
皆

)

コ
ト
ゴ
ト
ク
ミ
ナ

(
注
)
I
t
　
ア
ラ
ビ
ア
放
字
下
の
括
弧
内
は
梶
本
の
穣
字
表
記
で
あ
る
。

2
'
○
印
を
付
し
L
J
茸
料
は
頼
籍
'
そ
の
他
は
仏
書
で
あ
る
。

S
t
 
r
・
.
,
ナ
」
の
う
ち
'
法
華
親
疎
・
新
修
往
生
伝
の
「
戚
(
-
'
ナ
)
)
は
'
中
和
悦
夫
博
士
(
前
者
)
・
筆
者
(
後
者
)
の
推
挽
で
あ
る
。

-
'
「
コ
L
n
-
ク
」
の
う
ち
、
西
大
寺
本
東
勝
王
蛙
の
「
戚
悉
言
L
n
-
ク
)
」
に
は
t
r
コ
-
ゴ
ー
ク
コ
-
∫
-
ク
」
　
1
例
を
含
む
。

5
t
 
r
-
,
ナ
コ
L
n
-
ク
」
「
コ
ー
^
-
h
-
ク
・
・
,
ナ
」
の
う
ち
も
南
海
寄
欄
内
勺
法
伝
・
龍
光
院
議
法
華
珪
・
興
福
寺
本
慈
恩
伝
に
は
「
…

ナ
コ
ー
プ
ト
ク
ニ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
1
例
・
四
例
・
1
例
含
み
'
石
山
寺
蔵
西
城
詑
・
車
載
祖
師
伝
に
は
「
コ
ト
.
n
ト
ク
ニ
、
こ
ナ
」

を
そ
れ
ぞ
ー
t
一
例
ず
つ
含
む
。
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1
例
ず
つ
で
あ
り
'
「
,
,
,
ナ
コ
ー
プ
-
ク
」
「
コ
-
ゴ
-
ク
-
ナ
」
は
'
共
に
全
-
見
受

け
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
'
訓
点
資
料
に
於
い
て
は
、
前
者
が
十
一
資
料
に
計
一
一
三

例
、
後
者
が
十
五
資
料
に
計
1
四
五
例
の
如
上
　
「
ス
ベ
テ
」
　
1
語
(
計
1
二
一
例
)
と

ほ
ぼ
同
数
が
拾
わ
れ
る
な
ど
、
少
数
例
と
し
て
は
片
付
け
ら
れ
な
い
数
値
と
な
っ
て
現

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
出
現
比
率
は
'
資
料
に
よ
っ
て
区
々
で
あ
る
が
'
概
ね
後
者

優
勢
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。

そ
の
漢
字
表
記
は
'
「
-
ナ
コ
-
ゴ
-
ク
」
が
'
法
華
経
玄
賛
に
「
皆
都
」
一
例
へ

㈱
二
陣
と
二
葉
と
二
死
と
を
得
末
(
を
)
　
モ
テ
'
皆
都
ク
一
切
の
解
脱
の
法
空
元
作
四

聖
蹄
を
滅
(
さ
)
し
む
る
が
故
(
な
り
)
0
(
巻
六
へ
　
四
〇
三
)

西
大
寺
蔵
護
摩
蜜
記
に
「
皆
塵
」
　
1
例
へ

㈲
此
の
観
に
入
(
り
)
て
笥
焼
き
了
(
り
)
ぬ
。
(
十
八
り
)

が
存
す
る
外
は
'
総
て
も

約
1
生
捕
虜
の
心
へ
　
金
剛
の
　
〔
之
〕
心
サ
へ
如
来
の
　
〔
之
〕
心
も
而
も
悉
ク
顕
現
L
へ

無
量
無
辺
の
如
来
の
妙
法
瑚
矧
列
薪
現
す
。
(
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
へ
華
1
'

蝣
D
l

の
如
上
　
「
皆
悉
」
に
て
統
一
さ
れ
て
お
り
、
「
コ
-
ゴ
-
ク
ミ
ナ
」
は
'
太
子
須
陀
撃

経
な
ど
五
資
料
が
、

ー
エ

軸
外
に
道
士
o
d
)
有
(
り
)
　
圏
q
矧
杖
(
W
)
を
柱
(
キ
)
て
供
に
一
の
脚
<
t
e
<
)
(
ヲ
)
勉

-
,
マ
レ
り

(
ケ
)
て
住
ま
れ
り
(
五
十
六
)

の
よ
-
に
「
悉
皆
」
専
用
、
石
山
寺
蔵
西
城
記
な
ど
四
資
料
が
'

ロ
r
e
s

伽
時
に
諸
の
異
-
学
成
(
-
)
に
皆
幾
-
消
(
し
)
て
以
為
、
(
巻
五
'
二
八
〇
)

の
よ
-
に
「
成
皆
」
専
用
へ
残
る
五
資
料
は
「
悉
皆
」
「
成
皆
」
両
用
で
あ
る
な
ど
、
所

用
の
資
料
か
ら
見
る
と
、
一
見
「
悉
皆
」
と
「
成
皆
」
と
が
括
抗
し
て
い
る
か
の
如
-
に

思
わ
れ
る
が
'
用
例
数
か
ら
見
る
と
'
「
威
皆
」
は
西
大
寺
本
景
勝
王
経
の
「
コ
-
ゴ
-

タ
-
ナ
」
八
十
三
例
中
三
例
で
あ
る
な
ど
、
全
部
で
十
七
例
へ
　
全
体
の
十
二
パ
ー
セ
ン

ー
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
り
へ
　
明
ら
か
に
「
悉
皆
」
主
用
と
言
う
こ
と
が
で
き

三
二

る
よ
う
で
あ
る
。

従
っ
て
'
正
格
漢
文
の
訓
点
資
料
に
あ
っ
て
は
'
「
ミ
ナ
」
「
コ
-
ゴ
-
ク
」
の
漢
字

表
記
に
'
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
　
大
略
「
J
,
,
ナ

コ
-
∫
-
ク
」
は
「
皆
悉
」
、
「
コ
-
ゴ
-
ク
-
ナ
」
は
「
悉
皆
」
に
集
約
さ
れ
る
と
い

う
結
果
と
な
っ
て
表
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
'
か
な
り
熟
合
度
の
高
い
達
文
で

あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
節
に
述
べ
た
、
上
代
資
料
の
使
用
状
況
と
も
一

脈
通
ず
る
こ
の
結
果
は
'
上
代
資
料
が
'
全
体
的
に
は
'
猶
正
格
漢
文
の
影
響
下
に
あ

る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
(
表
2
)
　
の
如
-
、
「
皆
悉
」
「
悉
皆
」
は
'
共
に
漢
籍
資
料
に
皆
無
で
あ

り
'
又
諸
引
得
を
利
用
し
た
調
査
に
依
っ
て
も
'
碓
記
・
毛
詩
・
周
易
・
孝
経
・
而
雅
・

周
杷
・
儀
縄
・
尚
書
・
論
語
・
孟
子
・
春
秋
経
伝
・
文
選
・
史
記
・
漢
書
・
後
漢
書
な

ど
'
漢
籍
十
五
資
料
に
全
-
見
当
ら
ず
t
 
r
凧
文
韻
府
」
に
も
存
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
'
こ
れ
ら
は
'
恐
ら
く
漠
訳
さ
れ
る
際
に
生
じ
'
元
来
仏
書
資
料
を
中
心
に
行
わ
れ

て
来
た
'
言
わ
ば
仏
書
資
料
特
有
の
達
文
で
あ
っ
て
'
我
が
上
代
資
料
に
拾
わ
れ
る
「
皆

悉
」
は
'
直
接
的
に
は
、
こ
れ
よ
り
出
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
'
こ
の
点
、

諸
橋
轍
次
博
士
が
r
大
漢
和
辞
典
』
の
「
悉
皆
(
シ
ッ
カ
イ
)
」
の
項
に
於
い
て
「
仏
教

語
」
と
注
さ
れ
た
こ
と
は
'
蓋
し
卓
見
と
す
べ
L
で
あ
ろ
-
0

尚
t
 
r
大
漢
和
辞
典
」
に
は
'
北
史
の
楊
大
眼
伝
に
於
け
る
「
悉
皆
」
が
挙
例
さ
れ
る
O

こ
れ
は
へ
北
史
の
成
立
年
代
が
降
る
こ
と
に
依
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
'
何
れ
に
せ
よ
、

例
外
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

四
、
和
化
漢
文
資
料
に
於
け
る
通
時
的
検
討

右
の
結
果
を
承
け
、
次
に
、
和
化
漢
文
資
料
に
於
け
る
使
用
状
況
の
適
時
的
検
討
を

(
2
4
)

行
う
。
調
査
対
象
は
、
第
二
節
に
取
り
上
げ
た
上
代
資
料
を
含
め
、
全
部
で
十
九
資
料
へ

そ
の
結
果
は
(
表
3
)
　
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
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憤
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将
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天
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御
記

貞
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記

醍
醐
天
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御
記

平
安

遺
文

〈
延
喜
l
覚
悟

)

〈平
安
中
期

)

平
安
遺
文

〈
壇
唖
～
昌
泰

〉

字

多
天
皇
御
記

東
大
寺
軌
論
文
絹

日
本
霊
異
紀

(平
安
約
期

)

事
楽
遺
文

風
土
記

古
事
ru

〈上
代

)

〈
表

3

〉

和

化

漢

文

資

料

に

於

け

る

使

用

状

況

1
(

1
(

1
(

4
(

6
(

2
(

1
〈

7
〈

12
〈

6
〈

* 27
(

27
(

ス
ペ
テ

惣

)

惣

〉

酢

〉

惣

.
那
)

忠

)

惣

)

惣

〉

惣

)

惣

.
揺
)

惣

)

1
(惣

)

惣

.那

.
都
合

)

凡

.揺

.惣

}

3 4 91 53 8 60l 1 21 23 5 32 01 71 11 6 2 63 13 7 2 6
(皆

〉 ミ
ナ

〈皆

)

〈皆

)

〈
甘

〉

(
*

)

(管

)

(皆

〉

(
管

)

(管

.
魚

)

〈
甘

〉

(管

)

(管

)

〈
甘

〉

(管

)

(皆

〉

(
管

)

〈
皆

)

(
皆

〉

(
管

)

(
管
)

3 2 2 ▲ソ-
d
1

1 .1 6 7 3 1 22 8
〈

2
(

2
〈

3
(

12
(

2 4
(

※
39
〈

コ

ト
ゴ
ト
ク

〈
コ
ト
ゴ
ト

)

〈悉

〉

〈悉

〉

(悉 (悉 (悉 (悉 (悉 (悉 (悪

.
恵

〉

(重

〉

(忠 怒

.
威

)

悉

)

悉

〉

悉

)

悉 悉

.塵

.悉
愚

)

) .
忠
)

〉 .
成

〉

.
忠

)

.
塵

〉

.
戚

)

.威

.丑

〉

*
?

・
ta

1
〈皆

悉
〉

8
(皆
悉

〉

3
〈皆
悉

〉

2
(皆
悉

〉

3
〈皆
悉

〉

1
(皆
悉

)

2
〈皆
悉

)

21
へ皆
悉

〉

2
(皆
悉

}

1
(督
恵

〉

3
(皆
悉

)

1
(皆
悉

)

2
(
皆
悉

)

ミ
ナ

コ
ト
ゴ
ト
ク

1
蒜
心皆

}

5
(悉
皆

〉

6
(悉
皆

)

コ
ト

ゴ
ト

ク
ミ
ナ
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(
注
T
t
　
こ
こ
で
は
漢
字
用
法
に
主
眼
を
お
く
L
J
め
'
和
化
漢
文
訓
点
資
料
に
つ
い
て
も
原
遵
奉
の
成
立
時
に
配
列
し
た
。

2
'
ア
ラ
ビ
ア
数
字
下
の
括
弧
内
は
原
本
の
.
q
字
表
紀
で
あ
る
e

S
t
「
ス
ペ
テ
」
の
う
ち
'
日
本
毛
異
紀
の
一
例
は
'
「
惣
皆
(
ス
ペ
テ
-
ナ
)
」
で
あ
る
。

4
、
「
コ
ー
プ
-
ク
」
の
う
ち
'
古
事
記
に
は
書
仮
名
例
「
群
生
蕃
萱
迩
(
コ
-
ゴ
-
ニ
)
」
一
例
を
含
む
。
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こ
の
中
'
「
ス
ペ
テ
」
「
ミ
ナ
」
「
コ
-
∫
-
ク
」
の
出
現
比
率
は
'
平
安
初
期
以
前
と

中
期
以
降
と
で
は
別
傾
向
と
な
る
も
の
の
、
全
体
的
に
は
訓
点
資
料
と
大
同
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
へ
　
そ
の
漢
字
表
記
は
'
そ
れ
ぞ
れ
「
惣
」
・
「
皆
」
(
「
魚
」
は
将

門
記
の
み
一
例
使
用
)
・
「
悉
」
を
主
用
と
し
な
が
ら
'
「
ス
ペ
テ
」
が
「
郁
」
へ
　
「
コ
-
ゴ

-
ク
」
が
「
塞
」
「
威
」
を
ま
ま
交
え
る
如
上
　
訓
点
資
料
に
比
し
て
漢
字
と
訓
と
の
結

合
の
度
合
の
深
さ
が
窺
わ
れ
る
O
　
こ
れ
は
'
院
政
時
代
の
記
録
資
料
(
長
秋
記
・
殿
暦
・

永
昌
記
・
兵
範
記
・
山
根
記
の
五
種
)
　
に
於
け
る
副
詞
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
行
っ
た

(
2
5
)

峰
岸
明
博
士
の
調
査
結
果
が
'
「
-
ナ
」
が
総
て
「
皆
」
専
用
へ
　
「
コ
-
∫
-
ク
」
が
「
悉
」

専
用
二
資
料
'
「
悉
」
「
塵
」
併
用
と
「
悉
」
「
威
」
併
用
と
が
そ
れ
ぞ
れ
1
資
料
で
あ
っ

た
こ
と
に
凡
そ
合
致
す
る
結
果
で
あ
っ
て
'
和
化
漢
文
資
料
全
体
の
傾
向
と
し
て
把
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
'
「
ミ
ナ
コ
-
ゴ
-
ク
」
「
コ
-
∫
-
ク
-
ナ
」
は
'
人
妻
2
)
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
'
後
者
が
平
安
初
期
の
日
本
霊
異
記
(
先
掲
用
例
仰
)
を
最
後
に
全
-
拾
わ
れ

な
-
な
る
の
に
対
し
て
、
前
者
は
'
字
多
天
皇
御
記
の
'

脚
従
柏
原
天
皇
御
代
至
今
代
々
天
皇
矧
薗
好
之
。
(
寛
平
元
年
八
八
八
九
)
八
月
十
日
)

を
除
け
ば
'
上
代
よ
り
始
め
て
院
政
時
代
に
至
る
も
楢
、
達
文
「
皆
悉
」
唯
1
型
に
て

用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
訓
点
資
料
に
依
然

と
し
て
「
コ
-
∫
-
ク
、
、
、
ナ
」
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
敬
し
て
'
明
ら
か
に
'
和
化

漢
文
に
於
け
る
類
義
の
連
文
「
皆
悉
」
「
悉
皆
」
間
の
消
長
の
問
題
で
あ
っ
て
'
換
言
す

れ
ば
「
悉
皆
」
が
淘
汰
さ
れ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
消
長
が
何
に
拠
っ

て
惹
起
さ
れ
た
の
か
へ
　
未
だ
そ
の
回
答
を
用
意
し
得
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
が
'

恐
ら
-
r
-
ナ
コ
と
n
-
ク
」
「
コ
-
t
n
-
ク
～
,
ナ
」
の
、
主
と
し
て
語
構
成
の
問
題
に

深
-
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

只
'
先
述
の
如
上
上
代
資
料
に
於
け
る
「
皆
悉
」
「
悉
皆
」
は
'
共
に
合
し
て
「
コ
-

ゴ
ー
」
と
訓
ま
れ
'
そ
れ
故
に
'
二
達
文
の
併
存
状
況
が
出
現
し
て
い
る
と
も
類
推
さ
れ

る
の
に
対
し
て
'
平
安
初
期
以
降
は
'
同
時
代
の
訓
点
資
料
に
於
け
る
訓
法
に
敬
し
て
、

三
四

字
に
即
い
て
「
-
ナ
コ
-
∫
-
ク
」
「
コ
-
∫
-
ク
ミ
ナ
」
と
訓
み
分
け
ら
れ
る
と
推
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
'
こ
の
間
に
も
　
時
代
の
推
移
に
伴
う
、
達
文
の
訓
法
の
変
化
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
'
二
連
文
に
於
け
る
選
択
の
質
が
'
同

語
間
の
単
な
る
表
記
の
選
択
か
ら
'
異
語
間
の
語
乗
レ
ベ
ル
の
選
択
へ
と
転
換
し
た
こ

と
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
る
が
'
何
れ
に
せ
よ
へ
　
か
か
る
訓
法
の
変
化
が
'
和
化
漢

文
に
於
け
る
「
皆
悉
」
「
悉
皆
」
の
消
長
の
根
底
に
あ
る
こ
と
は
'
想
像
に
稚
-
な
い
。

そ
の
意
味
に
於
い
て
'
両
達
文
の
出
現
比
率
が
'
日
本
霊
異
記
に
於
い
て
逆
転
す
る

現
象
は
'
こ
の
資
料
が
過
渡
期
の
状
況
を
'
よ
-
具
現
化
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
あ
る
。

凶
に
t
 
r
平
安
遺
文
j
　
に
於
け
る
「
皆
悉
」
　
の
初
例
は
'

㈱
弘
仁
九
年
連
火
災
'
薗
割
腹
亡
(
康
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
へ
仁
和
三
年
八
八
八
七
)
)

抑
揚
釜
費
口
至
;
'
今
校
大
破
不
用
へ
　
皆
悉
研
破
'
(
同
右
)

の
如
-
 
'
平
安
初
期
末
葉
の
仁
和
年
間
で
あ
っ
て
'
そ
の
後
十
世
紀
に
入
る
と
'

㈹
此
国
過
去
貞
観
十
」
ハ
年
大
風
暴
雨
、
国
府
官
舎
矧
剰
頼
例
之
間
、
文
魯
多
数
致
席
拐

粉
失
也
'
(
伊
勢
国
飯
野
荘
大
神
宮
勘
注
'
延
長
七
年
八
九
二
九
)
)

の
如
-
に
'
数
多
拾
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
'
「
皆
悉
(
-
ナ
コ
-
∫
-
ク
)
」

が
一
種
固
有
の
達
文
と
し
て
和
化
漢
文
に
定
着
す
る
の
は
、
凡
そ
こ
の
頃
か
と
推
測
さ

れ
る
。

五
、
む
す
ぴ

以
上
'
本
稿
で
は
和
化
漢
文
資
料
に
行
わ
れ
る
連
文
「
皆
悉
(
-
ナ
コ
-
∫
-
ク
)
」

に
つ
い
て
'
構
成
要
素
で
あ
る
「
皆
」
「
悉
」
の
字
義
へ
　
並
び
に
「
ミ
ナ
」
「
コ
-
ゴ
-

ク
」
　
の
語
義
を
分
析
す
る
こ
と
を
基
点
と
し
て
'
「
ス
ベ
テ
」
「
-
ナ
」
「
コ
-
∫
-
ク
」

「
-
ナ
コ
-
∫
-
ク
」
「
コ
-
ゴ
-
ク
-
ナ
」
の
諸
資
料
に
於
け
る
使
用
状
況
の
適
時
的

検
討
を
行
っ
た
結
果
へ
　
こ
の
達
文
が
正
格
漢
文
の
'
殊
に
仏
書
資
料
を
出
自
と
し
て
お
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(
表
4
)
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
使
用
状
況

徒 現 唐 光 十 東 却 . 辛 慕∫ 間 辛 辛 方 覗 盟 ( = 打 古 汰 ( 今 (
$ 管 物 育 訓 開 B 早 .蝣*= 元 居 ・is 育 丈 車 ハ福 鎌 I* 聞 本 畢

梶
普

平
{…草 堤 五

tl
～.り

句 抄 紀 忠 心上 物 物 衣 袷 勿～ 己dq
仰上 守

倉
期

)

指 m 鋭 育
政

朋
)

物 女
後
期
)

本

三
宝
絵

義

釈
埼
集
紀

行 ru 人
行
状

五日IP
丘臼蝣in 遺

物
括

五ロ.E,
人
夢
詑

本
往
生
要
集

甥
注

話
集

座
間
書
抄

結
集

81 81 【′ I 13 7 5 I 1 31 9 81 7 【ノ一 1 3 1 1 35
ス
ぺ
テ(惣

〉

04 451 9 25 93 7 31 I nU2 12 43 I.19 6.12 6 15 21 ll
in 21 92 9A1

ミ
ナ{皆

)

#
in <ソ】

7 A
1

7 1 3 d
1

1 2 1 l2 1 1 8
※
44

コ
ト

コ
ト

ク

(悉

〉

※
3 3 1 1 2 2 Ĵ

l
1

..,ナ

コ
ト
1
L
Lグ

〈皆
悉

)

1 2 2 ー
一

つ
-<-
n
ト
ク
、

(悉
皆

)

(
注
T
t
各
項
の
括
弧
内
は
主
L
J
る
漢
字
表
記
皇
不
し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
'
「
ス
ペ
テ
」
で
は
打
開
集
が
「
凡
」

「
惣
」
'
明
君
上
人
夢
記
が
「
鞠
ご
「
都
」
、
「
コ
L
n
-
ク
」
で
は
打
開
集
が
「
卒
」
'
三
教
指
傭
注
が
「
患
」
'

万
丈
記
が
r
悉
」
「
事
々
」
を
用
い
る
他
は
、
大
方
仮
名
か
主
た
る
漢
字
表
記
、
又
は
そ
れ
ら
を
交
え
L
J
も

の
で
あ
る
。

2
t
 
r
コ
L
n
-
ク
」
の
う
ち
'
今
昔
物
括
撫
・
牧
智
院
本
三
宝
絵
に
は
r
コ
-
ゴ
-
ク
ニ
」
を
各
一
例
含
む
。

3
'
「
-
ナ
コ
-
∫
-
ク
」
の
う
ち
も
　
蛇
管
院
本
三
宝
絵
に
は
「
-
ナ
コ
ー
プ
-
ク
ニ
」
を
T
例
含
む
。

く表5)各吾吾の出現比率

スペ テ ミナ コ ト ゴ ト ク ミ十 コ ト ゴ ト ク コ ト ゴ ト ク ミ十

和 文 18 .0 8 1 .6 0 .4

訓 点 資 料 5 .0 6 4 .1 20 .0 4 .7 6 .2

和 化 漢 文 (平 安 納 期 以 前 ) 2 3 .-1 3 9 .8 30 .1 2 .7 4 .0

(平 安 中 期 以 降 ) 5 .3 6 8 .9 15 .8 10 .0

fa i事 混 清 文 7 .6 8 6 .6 4 .6 1 .0 0 .2

(単位,I-セント)三
五
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り
'
上
代
に
於
い
て
は
「
悉
皆
」
と
共
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
'
訓
法
の
変
化
を

遠
因
と
し
て
「
悉
皆
」
を
淘
汰
し
っ
つ
、
専
ら
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
述
べ
て

来
た
。
上
代
資
料
に
お
け
る
「
皆
悉
」
「
悉
皆
」
の
訓
み
に
確
証
が
得
ら
れ
な
い
た
め
へ

推
測
の
域
を
出
な
い
部
分
が
多
々
存
す
る
こ
と
な
ど
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
も
砂
-

な
い
が
へ
　
そ
の
大
略
は
明
ら
か
に
し
得
た
と
考
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
昔
物
語
集
を
中
心
と
し
て
'
和
化
漢
文
と
の
密
接
な
関
係
を
屡
ば
指

(
班
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
㍗
)

摘
さ
れ
る
和
漢
混
清
文
で
あ
る
が
'
こ
れ
に
つ
い
て
二
十
一
資
料
を
選
択
し
、
同
前
の

分
析
を
行
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
(
表
4
)
に
示
す
通
-
で
あ
る
。

紙
幅
の
都
合
上
、
詳
細
は
省
略
に
従
う
が
'
和
漢
混
清
文
に
於
い
て
は
「
、
こ
ナ
」
が

全
資
料
に
多
数
拾
わ
れ
'
「
ス
ペ
テ
」
が
十
九
資
料
に
'
「
コ
-
∫
-
ク
」
が
十
五
資
料

に
見
出
さ
れ
る
な
ど
'
確
か
に
和
文
・
訓
点
資
料
の
両
特
徴
を
併
存
す
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
'
「
ス
ベ
テ
」
が
'
用
例
数
を
別
に
す
れ
ば
、
む
し
ろ
和
文
資
料
よ
り
も

多
-
の
資
料
で
見
出
さ
れ
る
な
ど
の
小
異
が
指
摘
さ
れ
る
他
'
全
体
的
に
見
て
も
、
(
表

5
)
　
の
如
-
に
、
各
語
・
達
文
の
出
現
比
率
が
'
そ
れ
ぞ
れ
に
近
似
す
る
面
を
有
し

が
ら
も
'
猶
何
れ
と
も
相
違
L
t
　
独
自
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
こ
と

か
ら
'
そ
の
影
響
関
係
を
特
定
す
る
の
は
甚
だ
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
'
主
と
し
て
仏
教
色
の
漉
い
資
料
に
'

㈱
軍
サ
利
別
つ
骨
披
野
伏
す
例
レ
伏
ヌ
。
(
今
昔
物
語
集
へ
巻
第
二
'
二
十
三
話
)

㈹
モ
ロ
!
＼
ノ
大
乗
ノ
了
義
ノ
教
ノ
ナ
カ
ニ
一
切
ノ
業
ハ
訓
~
H
q
列
月
刊
不
定
ナ
リ

-
,
ク
(
興
福
寺
本
往
生
要
集
へ
　
二
十
九
才
6
)

㈲
又
年
来
習
学
シ
テ
思
惟
観
察
セ
シ
-
コ
ロ
ノ
法
門
引
」
列
J
H
J
っ
刊
心
.
一
浮
ナ
l
事

モ
ワ
ス
レ
サ
ル
ナ
リ
吾
　
(
明
恵
上
人
行
状
'
下
八
十
三
才
)

m
ア
リ
ノ
子
ヲ
ス
ク
ヒ
-
リ
テ
タ
カ
タ
カ
バ
ケ
ル
所
ニ
オ
キ
ツ
　
コ
-
〈
ク
皆
イ
ク

事
ヲ
ユ
タ
リ
(
観
智
院
本
三
宝
絵
、
下
六
十
四
才
6
)

(加)

の
よ
う
に
'
僅
か
な
が
ら
も
拾
わ
れ
る
「
コ
-
∫
-
ク
-
ナ
」
に
関
し
て
は
'
「
悉
皆
」

が
こ
の
時
期
の
和
化
漢
文
資
料
に
は
全
-
見
当
ら
な
い
こ
と
に
徹
し
て
'
和
化
漢
文
で

三
六

は
な
く
　
多
分
に
訓
点
資
料
か
ら
の
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
和
化
漢
文
で
あ
る
前
田
家
本
三
宝
絵
の
'
観
智
院
本
の
用
例
㈹
に
相
当
す
る
部

分
が
'
「
皆
悉
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
も
'
間
接
的
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

(R)

る
の
で
あ
る
。

(刀)

従
っ
て
、
中
世
後
期
頃
か
ら
拾
わ
れ
始
め
る
「
悉
皆
(
シ
ッ
カ
イ
)
」
も
亦
、
訓
点
資

料
(
或
い
は
和
漢
混
清
文
)
よ
り
出
た
も
の
で
'
恐
ら
-
和
化
漢
文
と
の
系
譜
は
認
め

稚
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
右
は
あ
-
ま
で
も
境
説
で
あ
っ
て
、
詳
し
-
は

後
考
に
侯
た
ざ
る
を
得
な
い
。

旺

(
-
)
浦
部
重
雄
氏
は
'
「
楊
守
敬
旧
蔵
本
・
其
福
寺
本
対
照
将
門
記
」
訓
点
語
と
訓
点

資
料
(
以
下
、
訓
誌
と
略
称
)
　
7
5
　
(
昭
和
6
0
年
1
0
月
)
な
ど
に
依
れ
ば
'
本
文

同
時
記
入
訓
・
移
点
・
加
点
に
三
大
分
で
き
る
と
さ
れ
る
。

(
2
)
「
其
福
寺
本
将
門
記
訓
読
試
案
」
(
私
家
版
'
未
発
表
)
。

(
3
)
「
其
福
寺
本
将
門
記
音
訓
表
」
(
私
家
版
、
未
発
表
)
0

(
-
)
本
稿
は
'
も
と
も
と
其
福
寺
本
将
門
記
の
副
詞
陪
乗
全
般
と
そ
の
附
訓
方
法
な

ど
に
つ
き
、
同
時
代
の
和
化
漢
文
訓
点
資
料
と
比
較
し
っ
つ
論
ず
る
所
存
で

あ
っ
た
が
'
紙
幅
の
関
係
上
こ
れ
を
総
て
割
愛
し
た
。

(
5
)
小
林
芳
規
編
「
訓
漢
字
1
覧
」
第
1
・
三
部
(
昭
和
4
 
5
年
・
4
 
6
年
)
。

(
6
)
昭
和
3
8
年
・
東
京
大
学
出
版
会
・
4
 
7
3
頁
。
博
士
は
r
平
安
時
代
語
新
論
j
(
昭
和

4
4
年
'
同
)
で
は
、
「
コ
-
t
n
-
タ
」
と
「
ス
ペ
テ
」
と
を
対
と
さ
れ
る
。

ご

E

3

Z

H

u

l

i

W

^

^

.

P

H

(
7
)
○
皆
以
I
悉
-
是
(
文
明
本
節
用
集
'
聖
8
)

(
8
)
小
林
芳
規
他
r
E
=
本
思
想
大
系
'
古
事
記
j
(
昭
和
5
 
7
年
へ
　
岩
波
書
店
)
'
三
保

忠
夫
・
サ
-
子
r
雲
州
往
来
亨
禄
本
研
究
と
総
索
引
(
本
文
・
研
究
篇
)
」
　
(
昭

和
5
7
年
へ
　
和
泉
書
院
)
へ
　
三
保
忠
夫
r
r
尾
張
国
解
文
j
　
の
研
究
　
-
　
古
文
書
に

お
け
る
表
現
方
法
の
基
本
的
原
則
を
求
め
て
(
ニ
　
ー
　
」
壌
倉
時
代
語
研
究
3
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(
昭
和
5
5
年
3
月
)
な
ど
。
古
事
記
・
雲
州
往
来
は
へ
　
こ
の
本
文
に
従
う
。

(
<
サ
)
r
漢
語
文
典
叢
書
j
第
I
'
l
l
巻
(
昭
和
5
4
年
'
汲
古
書
院
)
。

(
2
)
昭
和
5
8
年
、
明
治
書
院
。
佐
藤
氏
は
こ
の
中
で
'
「
悉
皆
(
シ
ッ
カ
イ
)
」
が
色

集
字
頬
抄
な
ど
に
見
当
ら
な
い
が
'
室
町
以
降
の
運
歩
色
葉
集
・
文
明
本
節
用

輿
等
に
は
出
現
す
る
こ
と
な
ど
　
「
コ
-
∫
-
ク
」
「
シ
ッ
カ
イ
」
「
、
,
、
ナ
」
「
ス

ベ
テ
」
「
シ
カ
シ
ナ
ダ
フ
」
「
ゼ
ン
プ
」
「
マ
ッ
タ
ク
」
の
類
義
語
に
つ
き
へ
　
簡
に

し
て
要
を
得
た
解
説
を
さ
れ
て
い
る
。

(
S
)
注
(
1
)
文
献
の
他
'
個
別
的
に
は
「
ア
ハ
セ
テ
」
「
ナ
ラ
ビ
ニ
」
　
-
　
拙
稿
「
r
来

迎
院
本
日
本
悪
果
記
j
　
に
於
け
る
r
井
j
字
と
r
並
j
字
の
用
法
」
鎌
倉
時
代

語
研
究
2
(
昭
和
5
4
年
3
月
)
、
「
シ
カ
シ
ナ
ダ
フ
」
　
-
　
船
城
俊
太
郎
「
変
体
漢

文
の
r
併
j
字
」
国
語
学
8
3
(
昭
和
4
5
年
1
2
月
)
'
同
「
古
消
息
の
r
併
j
字
」

新
潟
大
学
国
文
学
会
誌
3
0
(
昭
和
6
2
年
3
月
)
へ
「
ス
デ
ニ
」
　
-
　
飯
浜
由
美
「
r
す

で
に
j
の
意
味
変
遷
に
つ
い
て
」
東
洋
大
学
短
期
大
学
論
集
日
本
文
学
編
2
(
昭

和
6
0
年
3
月
)
t
　
等
が
あ
る
。

2
)
注
(
8
)
r
古
事
記
」
、
4
 
9
8
頁
o

(
1
 
3
)
校
注
者
'
高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
へ
　
万
来
集
は
こ
の
本
文
に
従
う
。

(
S
)
校
注
・
訳
者
'
小
島
恵
之
・
木
下
正
俊
・
佐
竹
昭
広
。

(
1
)
注
(
-
-
)
r
古
事
記
j
頭
注
に
も
'
「
地
表
が
平
ら
に
な
る
ま
で
完
全
に
破
壊
し

て
し
ま
-
の
が
当
然
」
　
の
如
-
意
訳
す
る
。

(
=
)
注
(
<
*
>
)
r
古
事
記
」
同
訓
異
字
一
覧
'
5
 
6
3
頁
。

(
」
)
仮
に
'
単
な
る
変
字
法
で
な
い
と
す
る
と
'
副
詞
の
基
本
職
能
を
利
用
し
て
'

そ
の
被
修
飾
語
の
種
類
に
よ
り
'
両
語
の
特
徴
を
把
え
る
と
い
う
方
法
も
考
え

ら
れ
る
(
拙
稿
「
日
本
霊
異
記
古
写
本
間
に
於
け
る
r
忽
j
 
r
急
j
字
の
異
同
の

成
立
」
国
文
学
放
8
8
'
昭
和
5
5
年
1
2
月
'
参
照
)
。
い
ま
'
古
事
記
に
於
け
る
「
-

ナ
」
「
コ
-
t
n
-
」
に
つ
き
'
少
な
-
と
も
名
詞
の
副
詞
的
用
法
と
認
め
た
上
で
'

そ
れ
ら
が
修
飾
す
る
語
句
を
示
す
と
、
「
-
ナ
」
は
「
ウ
タ
フ
　
(
敬
)
、
ウ
パ
ヒ

-
ル
(
奪
取
)
へ
　
カ
バ
ル
(
餐
)
へ
　
キ
リ
タ
フ
ス
(
切
什
)
へ
　
キ
リ
ホ
ロ
ボ
ス
(
切

滅
)
'
タ
フ
　
(
吹
)
へ
　
タ
ラ
シ
　
(
曙
・
闇
)
、
コ
-
ム
ケ
ヤ
ハ
ス
　
(
言
向
和
)
、
セ

メ
タ
シ
ナ
ム
　
(
迫
宴
)
へ
　
タ
ツ
　
(
節
)
へ
　
チ
ラ
シ
ウ
ク
(
散
浮
)
、
ナ
ク
　
(
笑
)
'

ナ
,
,
,
フ
シ
ワ
タ
ル
(
列
伏
度
)
'
マ
ク
(
婚
)
'
マ
ヅ
シ
(
貧
窮
)
、
マ
フ
(
価
)
'

マ
ヰ
ル
　
(
朗
参
)
'
マ
ヲ
ス
　
(
白
)
、
、
)
,
ツ
　
(
演
)
へ
　
モ
チ
ヰ
ル
　
(
以
)
'
ヤ
サ
ス

(
矢
刺
)
へ
ユ
ル
(
裏
)
'
ヲ
ユ
八
苦
仮
名
表
記
)
」
の
二
十
二
語
'
「
コ
-
ゴ
ー
」

は
「
悪
」
が
「
シ
ル
　
(
知
)
」
の
一
語
へ
　
「
悉
」
が
「
ア
メ
モ
ル
(
雨
漏
)
へ
　
オ
ク

(
除
)
、
オ
コ
ル
(
発
)
'
オ
ヒ
ア
ツ
ム
(
追
架
)
、
オ
フ
(
傷
・
負
)
、
キ
ル
(
斬
)
、

タ
ラ
シ
　
(
闇
)
へ
　
コ
-
ム
ク
・
コ
-
ム
ケ
ヤ
ハ
ス
　
(
言
向
・
音
向
和
平
)
へ
　
サ
カ

カ
ヘ
ル
　
(
坂
返
)
、
サ
メ
オ
ク
　
(
宿
起
)
'
ソ
ル
　
(
刺
)
'
ソ
コ
ナ
フ
　
(
借
)
へ
　
タ

ダ
ル
　
(
潤
)
、
タ
マ
フ
　
(
賜
・
給
)
'
-
ヨ
ム
　
(
動
)
、
ナ
キ
ホ
ス
　
(
泣
乾
)
'
ナ

ゲ
ウ
ツ
(
投
棄
)
'
ナ
ル
(
成
)
'
ヌ
ラ
ス
(
堤
)
'
バ
グ
(
刺
)
へ
　
フ
キ
サ
ク
(
吹

柿
)
'
マ
ク
　
(
備
設
)
へ
　
マ
ツ
ル
　
(
奉
)
、
メ
シ
ア
ツ
ム
　
(
召
集
)
、
ヤ
プ
ル
　
(
四

段
、
破
壊
・
破
)
'
ヤ
プ
ル
　
(
下
二
段
、
破
)
へ
　
ヤ
ム
　
(
息
)
'
ワ
ク
(
刺
)
'
ワ

ス
ル
　
(
遺
志
)
'
ヰ
テ
ク
(
率
釆
)
　
の
三
十
一
語
で
、
二
の
中
、
「
モ
チ
ヰ
ル
」

三
例
'
「
マ
ヲ
ス
」
二
例
が
「
-
ナ
」
'
「
オ
コ
ル
」
二
例
'
「
メ
シ
ア
ツ
ム
」
二

例
'
頼
義
語
の
「
オ
フ
」
「
ソ
コ
ナ
フ
」
t
 
E
]
段
・
下
二
段
の
「
ヤ
ブ
ル
」
が
「
コ

-
∫
-
(
悉
)
」
に
て
占
め
ら
れ
る
こ
と
を
顕
著
な
例
と
し
て
'
細
か
-
は
「
オ

ヒ
ア
ツ
ム
」
「
メ
シ
ア
ツ
ム
」
の
「
ア
ツ
ム
」
を
含
む
も
の
三
例
が
「
コ
-
t
n
-
」

で
あ
り
、
「
キ
リ
タ
フ
ス
」
「
キ
リ
ホ
ロ
ボ
ス
」
　
の
「
キ
ル
　
(
切
)
」
が
「
、
ナ
」

で
'
「
キ
ル
　
(
斬
)
」
が
「
コ
-
∫
-
」
で
あ
る
な
ど
、
「
ミ
ナ
」
「
コ
-
∫
-
」

に
は
表
記
の
問
題
も
含
め
て
'
被
修
飾
語
の
種
類
に
そ
の
特
徴
を
指
摘
で
き
る

も
の
が
散
見
す
る
。
確
か
に
、
「
グ
ラ
シ
」
「
コ
-
ム
ケ
ヤ
ハ
ス
」
「
ヤ
サ
ス
」
の

三
浩
を
除
け
ば
'
何
れ
に
も
使
用
さ
れ
る
語
句
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
'

右
の
使
い
分
け
は
一
見
全
体
に
も
敷
桁
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
文
章
作
成
に
は
多
種
類
の
用
言
(
殊
に
動
詞
)
を
要
す
る
の
が
一
般
で
も

三
七
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あ
り
へ
　
偶
ま
共
用
語
が
三
語
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

(
2
)
本
例
は
'
「
雄
略
天
皇
が
矢
を
つ
か
え
た
こ
と
を
承
け
て
、
天
皇
側
の
百
官
金
男

が
矢
を
つ
が
え
る
と
'
向
い
側
の
山
に
い
た
葛
城
の
二
手
王
側
の
総
て
の
人
々

も
亦
'
同
様
に
矢
を
つ
が
え
た
」
と
い
う
場
面
で
'
言
わ
ば
彼
此
が
鏡
に
映
る

が
如
き
へ
「
ヤ
サ
ス
(
矢
刺
)
」
と
い
う
同
一
の
動
作
を
行
っ
た
部
分
で
あ
る
た

め
に
へ
　
「
矢
刺
」
の
方
は
改
め
ず
に
「
皆
」
「
悉
」
の
方
を
変
字
し
た
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

r
a
本
書
紀
に
も
そ
れ
ぞ
れ
四
例
ず
つ
が
看
取
さ
れ
る
が
'
他
に
「
コ
-
∫
-
ク

ミ
ナ
」
に
「
威
皆
」
が
三
例
拾
わ
れ
る
点
へ
　
後
述
の
正
確
漢
文
の
訓
点
資
料
に

於
け
る
状
況
に
近
い
。

(
2
)
岩
波
古
典
大
系
r
風
土
記
」
　
に
於
い
て
は
、
「
皆
悉
」
(
出
雲
・
肥
前
国
各
1
例
)

は
「
コ
-
ゴ
-
」
と
訓
み
'
「
悉
皆
」
は
常
陸
・
出
雲
・
播
磨
国
に
於
い
て
は
「
コ

-
∫
-
」
と
同
訓
を
当
て
る
が
'
豊
後
国
の
三
例
は
合
し
て
「
-
ナ
」
と
訓
む
。

(
3
)
資
料
に
は
'
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

竹
取
物
語
　
-
　
上
坂
信
男
r
九
本
対
照
竹
取
翁
物
語
語
乗
索
引
(
本
文
編
・
索

引
絹
)
j
(
昭
和
5
5
年
へ
　
笠
間
書
院
)
'
古
今
竿
西
下
経
1
・
滝
沢
貞
夫
r
古

今
集
総
索
引
J
(
昭
和
3
8
年
へ
　
明
治
書
院
)
、
土
左
日
記
　
-
　
日
本
大
学
文
理
学

部
国
文
学
研
究
室
r
土
左
日
記
総
索
引
」
(
昭
和
4
2
年
t
 
E
]
本
大
学
人
文
科
学
研

究
所
)
へ
　
伊
勢
物
語
　
-
　
大
野
晋
・
辛
島
捻
子
r
伊
勢
物
語
総
索
引
j
(
昭
和
4

年
、
明
治
書
院
)
'
多
武
峯
少
将
物
語
　
-
　
小
久
保
崇
明
r
多
武
峯
少
将
物
語
(
本

文
及
び
総
索
引
)
」
(
昭
和
4
7
年
'
笠
間
書
院
)
へ
　
落
窪
物
語
　
-
　
松
尾
聴
・
江
口

正
弘
r
落
寝
物
語
総
索
引
j
(
昭
和
4
2
年
へ
　
明
治
書
院
)
へ
　
平
中
物
語
　
-
　
曽
田

文
雄
r
平
中
物
語
総
索
引
j
(
昭
和
4
3
年
へ
　
初
音
書
房
)
'
か
け
ろ
ふ
日
記
　
-
　
佐

伯
梅
友
・
伊
牟
田
経
久
r
改
訂
新
版
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
(
本
文
篇
・
索
引

篇
)
j
(
昭
和
5
6
年
'
風
間
書
房
)
へ
　
字
津
保
物
語
　
-
　
宇
津
保
物
語
研
究
会
r
字

三
八

津
保
物
語
(
本
文
と
索
引
)
ら
(
昭
和
4
8
年
・
5
0
年
、
笠
間
書
院
)
、
大
和
物
語
　
-
　
塚

原
鉄
雄
・
曽
田
文
雄
r
大
和
物
語
語
乗
索
引
j
(
昭
和
5
0
年
、
笠
間
書
院
)
'
和

泉
式
部
日
記
　
-
　
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
r
和
泉
式
部
日
記
総
索
引
」

(
昭
和
3
4
年
、
武
蔵
野
書
院
)
'
紫
式
部
日
記
I
佐
伯
梅
友
・
石
井
文
夫
・
青

島
徹
r
紫
式
部
日
記
用
語
索
引
j
(
昭
和
4
3
年
'
巌
南
堂
事
店
)
へ
源
氏
物
語
　
-
　
池

田
亀
鑑
r
源
氏
物
語
大
成
」
(
昭
和
2
8
年
～
3
1
年
'
中
央
公
論
社
)
'
枕
草
子
　
-
　
田

中
重
太
郎
r
校
本
枕
冊
子
j
(
昭
和
2
8
年
1
4
9
年
へ
古
典
文
庫
)
、
狭
衣
物
語
　
-
　
塚

原
鉄
雄
・
秋
本
守
英
・
神
尾
暢
子
r
狭
衣
物
語
語
集
索
引
j
(
昭
和
5
0
年
も
　
笠
間

書
院
)
'
堤
中
納
言
物
語
　
-
　
鎌
田
康
夫
r
堤
中
納
言
物
語
総
索
引
j
(
昭
和
4

年
へ
　
白
寿
社
)
、
更
級
日
記
　
-
　
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
こ
別
田
欣
吾
r
更
級
日
記

総
索
引
」
(
昭
和
3
1
年
も
　
武
蔵
野
書
院
)
へ
　
茎
物
語
　
-
　
小
久
保
崇
明
r
董
物
語

(
校
本
及
び
総
索
引
)
」
(
昭
和
5
2
年
'
笠
間
書
院
)
へ
後
拾
遺
竿
1
1
糸
井
通
浩
・

渡
辺
輝
道
r
後
拾
遺
和
歌
集
総
索
引
j
(
昭
和
5
1
年
'
清
文
堂
)
、
栄
花
物
語
　
-
　
高

知
大
学
人
文
学
部
国
語
史
研
究
会
r
栄
花
物
語
本
文
と
索
引
j
(
昭
和
6
0
年
1
6

年
へ
　
武
蔵
野
書
院
)
へ
　
と
り
か
へ
ば
や
物
語
　
-
　
鈴
木
弘
道
r
と
り
か
へ
ば
や
物

語
総
索
引
j
(
昭
和
5
2
年
へ
笠
間
書
院
)
'
極
楽
願
往
生
歌
・
明
恵
上
人
歌
竿
山

田
巌
・
木
村
嵐
r
極
楽
願
往
生
歌
・
明
恵
上
人
歌
集
(
本
文
と
索
引
)
」
(
昭
和

5
2
年
へ
　
笠
間
書
院
)
、
詞
花
畢
-
-
-
滝
沢
貞
夫
r
詞
花
集
総
索
引
j
(
昭
和
4
7
年
へ

明
治
書
院
)
へ
　
梁
塵
秘
抄
1
小
林
芳
規
・
神
作
光
1
・
王
朝
文
学
研
究
会
r
梁

塵
秘
抄
総
索
引
j
(
昭
和
4
7
年
'
武
蔵
野
書
院
)
'
新
古
今
竿
-
滝
沢
貞
夫
r
新

古
今
集
総
索
引
j
(
昭
和
5
2
年
'
明
治
書
院
)
、
十
六
夜
日
記
　
-
　
江
口
正
弘
r
十

六
夜
日
記
l
(
校
本
及
び
総
索
引
)
」
(
昭
和
4
7
年
'
笠
間
書
院
)
.

(
2
 
2
)
資
料
に
は
'
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

山
田
本
方
便
品
　
-
　
築
島
裕
・
小
林
芳
規
「
故
山
田
轟
造
氏
蔵
妙
法
蓮
華
経
方

便
品
古
点
釈
文
」
訓
話
7
(
昭
和
3
1
年
8
月
)
、
小
川
本
四
分
律
　
-
　
大
坪
併
治

「
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
」
同
9
ら
ら
昭
和
3
3
年
1
月
)
'
西
大
寺
本
最
勝
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王
経
　
-
　
春
E
政
治
r
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
j

(
昭
和
4
 
4
年
　
勉
誠
社
)
、
玄
契
法
師
表
啓
　
-
　
築
島
裕
「
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵

玄
笑
法
師
表
啓
古
点
」
訓
話
4
(
昭
和
3
0
年
5
月
)
'
抄
弥
十
戒
威
儀
経
　
-
　
小

林
芳
規
r
角
筆
文
献
の
斑
語
学
的
研
究
j
(
昭
和
6
2
年
、
汲
古
書
院
)
'
法
華
経

玄
賛
・
法
華
義
疏
・
石
山
寺
蔵
西
城
記
　
-
　
中
田
祝
夫
r
古
点
本
の
国
語
学
的

研
究
(
訳
文
篇
)
」
(
昭
和
5
 
4
年
へ
　
勉
誠
社
)
'
興
聖
寺
蔵
西
城
記
　
-
　
曽
田
文
雄

「
興
聖
寺
本
大
唐
西
城
記
巻
十
二
併
解
説
文
」
訓
話
1
 
4
(
昭
和
3
 
5
年
1
月
)
・
同

1
 
5
(
昭
和
3
6
年
1
月
)
、
弁
中
辺
論
　
-
　
築
島
裕
「
聖
語
蔵
弁
中
辺
詣
天
啓
点
」

同
-
(
昭
和
2
9
年
4
月
)
'
太
子
須
陀
筆
経
　
-
　
小
林
芳
規
・
松
本
光
隆
・
鈴
木

恵
「
石
山
寺
蔵
悌
説
太
子
須
陀
肇
経
平
安
中
期
点
」
同
i
-
I
.
C
M
合
併
号
(
昭
和

5
 
9
年
5
月
)
、
南
海
寄
帰
内
法
伝
・
観
光
院
蔵
法
華
経
　
-
　
大
坪
併
冶
r
訓
点
資

料
の
研
究
し
　
(
昭
和
4
 
3
年
'
風
間
書
房
)
'
無
量
裁
縫
　
-
　
兜
木
正
亨
・
中
田
祝

夫
r
無
量
義
経
古
点
j
(
昭
和
L
n
3
年
'
勉
誠
社
)
'
護
摩
蜜
記
I
小
林
芳
規
「
西

大
寺
蔵
本
護
摩
蜜
記
長
元
八
年
訓
点
の
訓
読
文
」
訓
話
I
t
　
神
呪
心
経
　
-
　
小

林
芳
規
「
西
大
寺
本
不
空
潤
索
神
呪
心
縫
寛
徳
点
の
研
究
(
釈
文
と
索
引
)
」
国

語
学
3
3
(
昭
和
3
 
3
年
6
月
)
'
高
山
寺
蔵
大
日
経
疏
I
r
高
山
寺
資
料
叢
書
'

高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
三
j
(
昭
和
6
 
1
年
、
東
京
大
学
出
版
会
)
'
管
見
記
紙
背

文
選
　
-
　
山
崎
誠
「
文
選
巻
二
宮
内
庁
奮
陵
部
蔵
管
見
記
紙
背
(
影
印
・
翻
刻

並
に
解
説
)
」
鎌
倉
時
代
■
五
和
研
究
7
(
昭
和
5
9
年
5
月
)
'
興
福
寺
本
慈
恩
伝

-
　
築
島
裕
r
興
福
寺
本
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
(
釈

文
篇
)
j
(
昭
和
4
 
0
年
へ
　
東
京
大
学
出
版
会
)
'
前
田
本
葉
報
記
　
-
　
複
製
(
昭
和

1
 
2
年
'
前
田
育
徳
財
団
)
、
神
田
本
白
氏
文
苧
-
一
大
田
次
男
・
小
林
芳
規
r
神

田
本
白
氏
文
集
の
研
究
j
(
昭
和
5
 
7
年
'
勉
誠
祉
)
'
法
隆
寺
本
慈
恩
伝
　
-
　
築

島
裕
「
上
野
図
書
館
蔵
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
巻
第
三
古
点
」
東
京
大
学
教
養

部
人
文
科
学
科
紀
要
〈
漢
文
学
・
国
文
学
)
>
s
(
昭
和
3
3
年
1
 
1
月
)
へ
　
施
楽
遊

意
　
-
　
松
本
光
隆
「
東
大
寺
図
書
館
蔵
極
楽
違
憲
長
承
四
年
点
」
鎌
倉
時
代
語

研
究
9
(
昭
和
6
1
年
5
月
)
'
新
修
往
生
伝
-
原
本
(
前
半
松
本
光
隆
氏
移
点

本
文
借
覧
'
後
半
筆
者
昭
和
6
2
年
1

0
月
就
原
本
調
査
)
へ
八
時
文
殊
儀
軌
-
井

上
親
雄
「
広
島
大
学
蔵
八
字
文
殊
儀
軌
古
点
(
本
文
・
校
異
・
訳
文
)
」
訓
誌
3
9

(
昭
和
4

3
年
10
月
)
、
高
山
寺
本
論
語
・
高
山
寺
本
史
記
-
r
高
山
寺
資
料
叢

宙
、
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
二
(
昭
和
5
5
年
)
、
南
山
寺
本
荘
子
-
r
同
'
高

山
寺
古
訓
点
資
料
第
二
」
(
昭
和
5

9
年
)
'
醍
醐
寺
本
論
語
-
小
林
芳
規
「
醍

醐
寺
蔵
論
語
巻
第
七
文
永
五
年
点
」
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
2
(
昭

和
5
4
年
3
月
)
へ
華
厳
祖
師
伝
-
鈴
木
l
男
「
華
厳
祖
師
伝
」
南
都
仏
教
5
(
昭

和
6
0
年
3
月
)
へ
正
安
本
文
選
-
小
林
方
規
「
横
投
神
社
蔵
正
安
本
文
選
」
訓

話
1
4
(
昭
和
3
5
年
1
0
月
)
・
同
1
6
(
昭
和
3
6
年
4
月
)
・
同
18
(
同
10
月
)
・
同
2
1

(
昭
和
3
7
年
4
月
)
、
車
中
吟
-
小
林
芳
規
「
仁
和
寺
蔵
秦
中
吟
娃
慶
二
年
書

写
加
点
本
」
同
4
(
昭
和
4

5
年
6
月
)
、
天
理
本
古
文
尚
書
-
r
天
理
E
E
)
書
館

善
本
叢
書
へ
古
文
尚
奮
・
荘
子
音
義
J
(
昭
和
5
7
年
'
八
木
書
店
)
へ
天
理
本
文

選
I
r
同
'
文
選
・
道
志
集
・
自
氏
文
集
」
(
昭
和
5
5
年
)
o

I
C
O
¥

v
c
M
)
「
訓
読
史
料
と
し
て
観
た
r
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的

研
究
・
訳
文
篇
」
国
語
学
6
5
(
昭
和
4

1
年
6
月
)
0

V
C
M
)
資
料
に
は
'
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

風
土
記
-
岩
波
古
典
大
系
r
風
土
記
j
(
昭
和
5
2
年
)
、
寧
楽
遺
文
I
r
寧
楽

遺
文
」
(
昭
和
5
2
年
'
東
京
堂
出
版
)
'
日
本
甚
異
記
-
岩
波
古
典
大
系
r
日

本
霊
異
記
し
(
昭
和
5
1
年
)
'
東
大
寺
訊
詞
文
稿
-
中
E
P
祝
夫
r
東
大
寺
訊
諦

文
稀
の
国
語
学
的
研
究
j
(
昭
和
5
4
年
'
風
間
書
房
)
へ
字
多
天
皇
御
記
・
醍
醐

天
皇
御
記
・
村
上
天
皇
御
記
-
r
増
補
史
料
大
成
'
歴
代
簾
記
」
(
昭
和
5
7
年
'

臨
川
書
店
)
、
平
安
遺
文
-
「
平
安
遺
文
'
第
一
二
一
巻
」
(
昭
和
5
4
年
'
東
京

堂
出
版
)
、
貞
信
公
記
I
r
大
日
本
古
記
録
へ
貞
信
公
記
し
(
昭
和
3
1
年
'
岩
波

書
店
)
'
九
暦
-
r
同
'
九
暦
j
(
昭
和
3
3
年
)
へ
将
門
記
-
複
製
(
大
正
1

3

年
'
古
典
保
存
会
)
'
尾
張
国
解
文
I
r
新
修
稲
沢
市
史
J
(
昭
和
5
5
年
'
新
修

三
九
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稲
沢
市
史
編
纂
会
事
務
局
)
、
御
堂
関
白
記
-
r
大
D
3
本
古
記
録
、
御
堂
関
白

記
し
(
昭
和
5
2
年
)
へ
後
二
修
師
通
記
-
r
同
へ
後
二
候
師
通
記
」
(
昭
和
5
3
年
)
'

注
好
選
I
r
古
代
説
話
集
注
好
運
(
原
本
影
印
井
釈
文
)
j
(
昭
和
5
8
年
'
東
京

美
術
)
'
和
泉
往
釆
-
複
製
(
昭
和
5
6
年
へ
責
盤
古
典
籍
刊
行
会
)
'
高
山
寺

本
古
往
来
-
r
高
山
寺
資
料
叢
書
、
高
山
寺
本
古
往
来
・
表
白
集
J
(
昭
和
5

年
)
。

/
L
f
5
¥

I
c
M
I
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に
関
す
る
一
試
論
〓
〕
-
副
詞
の
漢
字

表
紀
を
中
心
に
-
」
国
語
学
8
(
昭
和
4

6
年
3
月
)
。

(
2
6
)
注
(
2
)
文
献
の
他
'
松
尾
拾
「
文
体
を
は
か
る
語
集
」
語
文
2
(
昭
和
4
1
年

6
月
)
'
山
口
佳
紀
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
基
調
に
つ
い
て
-
「
由
(
ヨ
シ
)
」

の
用
法
を
通
し
て
-
」
国
語
学
6
7
(
昭
和
4
1
年
1

2
月
)
'
船
城
俊
太
郎
「
今
昔

物
語
集
の
疑
問
副
詞
r
何
ソ
j
r
何
-
j
r
何
テ
ヒ
国
語
学
7
(
昭
和
4
4
年
6
月
)
へ

寒
河
江
実
「
今
昔
物
語
集
の
文
体
」
語
文
3
3
(
昭
和
4

5
年
5
月
)
、
峰
岸
明
「
和

漢
混
清
文
の
語
乗
」
(
r
日
本
の
説
話
7
言
葉
と
表
現
し
昭
和
4

9
年
へ
東
京
美

術
)
な
ど
に
詳
し
い
。

(
」
)
資
料
に
は
'
次
下
の
も
の
を
用
い
た
。

今
昔
物
語
竿
岩
波
古
典
大
系
r
今
昔
物
語
集
」
(
昭
和
4

9
年
1
5
0
年
)
'
法

華
首
座
聞
き
抄
-
小
林
芳
規
r
法
華
首
座
開
音
抄
総
索
引
j
(
昭
和
5
0
年
'
武

蔵
野
書
院
)
'
古
本
説
話
集
1
-
-
山
内
洋
1
郎
r
古
本
説
話
集
総
索
引
j
(
風
間

書
房
)
'
打
開
集
-
東
辻
保
和
r
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
」
(
昭
和
5
5
年
へ

清
文
圭
)
'
三
教
指
珊
注
-
築
島
裕
・
小
林
芳
規
r
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指

傍
注
総
索
引
及
び
研
究
し
(
昭
和
5
5
年
'
武
蔵
野
書
院
)
'
興
福
寺
本
往
生
要
集

-
鈴
木
1
男
「
興
福
寺
本
往
生
要
集
川
・
∽
」
南
都
仏
教
2
(
昭
和
4

5
年
l

月
)
・
同
2
8
(
昭
和
4
7
年
6
月
)
'
明
恵
上
人
夢
記
-
r
高
山
寺
資
料
叢
書
へ
明

恵
上
人
資
料
第
二
j
(
昭
和
5
3
年
)
'
方
丈
記
-
青
木
伶
子
r
広
本
略
本
方
丈

記
総
索
引
」
(
昭
和
4

0
年
'
武
蔵
野
書
院
)
、
平
家
物
語
-
金
田
1
春
彦
・
清

四
〇

水
功
・
近
藤
政
美
r
平
家
物
語
総
索
引
j
(
昭
和
4
8
年
、
学
習
研
究
者
)
、
宇
治

拾
遺
物
語
　
-
　
境
田
四
郎
他
r
宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引
」
(
昭
和
5
0
年
、
清
文
堂
)
、

閑
居
友
　
-
　
峰
岸
明
・
王
朝
文
学
研
究
会
r
閑
居
友
(
本
文
及
び
総
索
引
)
i
(
昭

和
4
9
年
'
笠
間
書
院
)
へ
　
保
元
物
語
I
坂
詰
力
治
・
見
野
久
幸
r
保
元
物
語
総

索
引
j
(
昭
和
5
6
年
、
武
蔵
野
書
院
)
'
平
治
物
語
　
-
　
同
r
平
治
物
語
総
索
引
j

(
昭
和
5
4
年
'
同
)
へ
明
恵
上
人
行
状
・
却
顧
忘
記
・
光
首
句
義
釈
聴
集
紀
I
r
高

山
寺
資
料
叢
書
'
明
恵
上
人
資
料
第
二
(
昭
和
5
7
年
)
へ
　
東
関
紀
行
　
-
　
江
口

正
弘
r
東
関
紀
行
(
本
文
及
び
総
索
引
)
」
(
昭
和
5
2
年
'
熊
本
女
子
大
学
国
語

学
研
究
室
)
'
十
訓
抄
　
-
　
泉
基
博
r
十
訓
抄
(
本
文
と
索
引
)
j
(
昭
和
5
7
年
へ

笠
間
書
院
)
も
　
唐
物
語
　
-
　
池
田
利
夫
r
唐
物
語
(
校
本
及
び
総
索
引
)
i
(
昭
和

5
0
年
へ
笠
間
書
院
)
'
観
智
院
本
三
宝
桧
　
-
　
複
製
(
昭
和
1
6
年
'
古
典
保
存
会
)
へ

徒
然
草
　
-
　
時
枝
誠
記
r
改
訂
版
徒
然
草
総
索
引
j
(
昭
和
4
2
年
へ
　
至
文
堂
)
0

し
か
し
な
が
ら
、
和
漢
混
清
文
は
'
山
田
俊
雄
氏
が
「
1
つ
の
文
体
と
し
て
'

そ
れ
を
確
立
し
た
も
の
と
は
認
め
が
た
い
」
(
岩
波
講
座
r
日
本
語
1
0
'
文
体
j

昭
和
5
2
年
)
と
さ
れ
る
よ
う
に
'
見
極
め
が
甚
だ
稚
く
右
縄
の
二
十
l
資
料

に
つ
い
て
も
分
類
に
疑
義
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
'
本
稿
は
そ
の
峻
別
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
'
驚
-
こ
の
分
頬
に
従
う
。

/
。
。
¥
　
こ
れ
ら
の
資
料
に
「
コ
-
ゴ
-
ク
-
ナ
」
が
拾
わ
れ
る
の
は
'
今
昔
物
語
集
(
「
皆

悉
」
「
悉
皆
」
共
に
巻
第
1
か
ら
五
に
至
る
所
珊
天
竺
部
と
'
巻
第
十
五
の
全
ユ
:

巻
に
偏
在
)
・
観
智
院
本
三
宝
絵
は
'
そ
の
出
典
の
漢
字
表
記
に
関
連
し
'
又
興

福
寺
本
往
生
要
集
は
'
原
漢
文
に
は
総
て
「
悉
皆
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
'
こ
礼

を
そ
の
ま
ま
に
訓
み
下
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
が
'
明
恵
上
人
行
状
に
つ
い

て
は
判
然
と
し
な
い
。

(
<
T
>
¥
　
こ
の
点
'
明
恵
上
人
行
状
に
於
け
る
仮
名
行
状
と
漢
文
行
状
と
の
関
係
は
'
「
コ

-
!
＼
ク
,
)
,
ナ
」
(
用
例
㈹
)
と
「
悉
.
皆
」
で
あ
っ
て
'
三
宝
絵
に
於
け
る
結

果
と
相
違
す
る
。
こ
の
こ
と
は
'
前
田
家
本
三
宝
絵
の
成
立
事
情
が
'
明
恵
上
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人
漢
文
行
状
の
そ
れ
と
は
質
を
異
に
し
て
い
る
証
左
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
3
0
)
御
揚
殿
上
日
記
・
襲
求
抄
な
ど
に
も
拾
わ
れ
る
が
'
辞
書
に
も
載
録
さ
れ
、

ォ
~
r

〇
-
(
悉
)
管
(
文
明
本
節
用
集
へ
聖
8
)

-
チ

〇
X
i
c
c
a
i
　
シ
ッ
カ
イ
(
悉
皆
)
M
i
n
a
c
o
t
o
g
o
t
o
c
u
.
(
皆
悉
-
)
す
べ
て
'

あ
る
い
は
、
全
部
。
(
土
井
忠
生
他
訳
も
　
日
葡
辞
書
)

日
萄
辞
書
で
は
「
皆
悉
(
ミ
ナ
コ
-
∫
-
タ
)
」
.
と
同
じ
と
す
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
基
本
的
に
は
'
第
十
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
に
て
口
頭
発
表
し
た

も
の
に
基
づ
-
が
'
そ
の
後
大
幅
に
訂
正
・
加
筆
し
て
稿
を
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
席
上
'
小
林
芳
規
先
生
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
賜
り
'
成
稿
途
中
に
て
、

本
学
(
東
洋
史
学
)
の
冨
田
健
之
氏
の
お
手
を
煩
わ
せ
た
。
又
'
「
新
修
往
生
伝
」

閲
覧
に
際
し
て
は
'
東
大
寺
図
書
館
の
御
高
配
を
賜
っ
た
。
上
の
方
々
に
'
記

し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

尚
へ
　
本
稿
は
'
昭
和
六
十
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
3
の
研
究

成
果
の
1
部
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
(
昭
和
六
十
三
年
五
月
十
七
H
稿
了
)


